
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
に
お
け
る
ボ
ス
政
治
の
成
立

i
ア
メ
リ
カ
現
代
社
会
の
出
現
に
か
ん
す
る
一
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー

士’じ、

昼屯

晃

佑

サン・フランシスコ市におけるボス政治の成立（志邨）

【
要
約
】
　
ア
メ
リ
カ
社
会
の
現
世
紀
へ
の
転
換
に
と
も
な
う
諸
矛
盾
は
、
政
治
の
腐
敗
湘
ビ
ジ
ネ
ス
と
政
治
の
結
託
と
い
う
閥
題
に
一
つ
の
焦
点
を
も
つ
。

こ
こ
に
一
つ
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
成
立
し
た
ボ
ス
・
ル
ー
フ
の
政
権
を
と
り
あ
げ
る
。
こ
の
時
期
に
出
現
す
る
重
要

問
題
は
、
露
骨
な
政
治
支
配
を
と
も
な
う
全
中
的
独
占
資
本
（
南
太
平
洋
鉄
道
）
、
こ
れ
に
挑
戦
す
る
地
方
的
中
小
資
本
（
市
資
本
家
群
）
、
労
働
者
、
の
三

面
の
対
抗
関
係
で
あ
る
。
他
方
、
独
占
資
本
の
政
治
支
配
が
生
ん
だ
体
制
的
な
腐
敗
政
治
の
問
題
は
、
イ
ン
タ
レ
ス
ト
・
ポ
リ
テ
イ
ク
ス
に
傾
く
市
資
本
家

群
か
ら
も
労
働
者
か
ら
も
み
は
な
さ
れ
る
。
ボ
ス
・
ル
ー
フ
の
政
権
は
、
こ
の
三
者
の
対
抗
関
係
の
調
停
者
と
し
て
出
現
し
、
汚
職
と
買
収
と
い
う
プ
ラ
イ

ヴ
ェ
ッ
ト
な
利
害
を
手
段
と
し
て
、
こ
の
こ
ろ
緊
急
の
も
の
と
な
っ
た
政
治
の
公
共
福
祉
的
機
能
を
果
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
、
社
会
が
利
益
集
団
的
に
分
裂

し
、
し
か
も
こ
の
社
会
を
弁
論
す
べ
き
公
的
制
度
な
い
し
原
理
が
確
立
し
て
い
な
い
と
き
に
、
こ
の
ず
れ
を
埋
め
る
た
め
に
成
立
し
た
非
合
法
の
政
治
形
態

で
あ
っ
た
。

問
題
の
設
定

　
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
へ
の
世
紀
の
転
換
と
と
も
に
、
ア
メ
リ

カ
社
会
は
広
範
か
つ
深
刻
な
変
化
に
直
面
す
る
。
二
、
三
の
指
標
を

表
添
し
て
み
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
急
速
な
独
占
資
本
の
成
長
、
労
働
春
の
組
織
化
、
両

潜
の
対
立
の
激
化
、
さ
ら
に
急
激
な
都
市
化
、
新
移
民
の
大
量
流
入
、

そ
し
て
極
端
な
貧
富
の
対
照
、
と
い
っ
た
諸
現
象
は
、
自
由
で
平
等

な
全
国
民
に
た
い
す
る
無
限
の
繁
栄
と
上
昇
の
機
会
を
信
じ
て
い
た
、

十
九
世
紀
酌
ア
メ
リ
カ
人
の
理
想
か
ら
は
、
あ
ま
り
に
も
程
遠
い
、

19　（19）
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む
し
ろ
異
質
的
な
・
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
祉
会
が
直
面

し
た
深
刻
な
構
造
変
化
を
、
つ
ま
り
前
世
紀
の
楽
天
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
支
え
て
き
た
社
会
の
構
成
要
素
の
、
大
巾
な
変
質
と
組
み
変
え
を

予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
ま
た
そ
れ
は
、
前
世
紀
に
完

成
を
み
た
か
に
見
え
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
理
念
に
た
い
す
る
深
刻
な

　
　
　
　
　
　
①

試
練
を
意
味
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
十
九
世
紀
的
ア
メ
リ
カ
の
社
会
体
制
の
行

き
詰
診
を
音
心
重
し
た
諸
現
象
の
な
か
で
、
政
治
の
腐
敗
一
政
治
と
ビ

ジ
ネ
ス
の
結
託
と
い
う
現
象
は
、
問
題
の
焦
点
と
・
も
い
う
べ
き
も
の

で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
全
国
的
次
元
で
は
、
巨
大
資
本
に

よ
る
政
治
支
配
と
し
て
、
ひ
い
て
は
小
数
の
私
人
に
よ
る
恣
意
的
政

治
支
配
と
し
て
、
平
等
な
素
船
に
よ
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
伝
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

的
理
念
に
た
い
す
る
危
機
を
構
成
し
、
他
方
、
各
地
方
・
各
都
市
に

お
け
る
ボ
ス
支
配
と
し
て
、
政
治
の
腐
敗
・
暗
主
主
義
の
破
壊
に
よ

る
危
機
感
を
、
各
市
畏
に
と
っ
て
も
っ
と
竜
身
近
で
切
実
な
竜
の
に

し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
両
次
元
で
の
問
題
は
、
と
く
に
大
都
市
に

お
い
て
交
錯
し
、
か
つ
て
は
ア
メ
リ
カ
の
希
望
で
あ
っ
た
大
ビ
ジ
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
、

ス
そ
の
も
の
が
悪
の
源
で
あ
る
と
す
る
意
識
に
ま
で
高
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
大
都
市
で
は
、
人
口
の
集
中
・
移
管
の
流
入
に
よ
る
無
責
任

　
　
　
　
　
④

な
モ
ブ
の
登
場
、
こ
れ
と
並
行
す
る
市
民
的
モ
ラ
ル
の
低
下
、
に
わ

か
に
必
須
の
も
の
と
な
っ
た
交
通
・
衛
生
・
福
祉
な
ど
の
公
共
的

諸
施
設
の
処
概
、
と
い
っ
た
、
こ
の
時
期
の
全
ア
メ
リ
カ
的
諸
問
題

が
、
と
く
に
集
中
し
て
、
都
市
ボ
ス
問
題
に
そ
の
表
現
を
み
る
の
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
大
都
市
の
ボ
ス
政
治
の
問
題
は
、
こ
の
時

期
の
ア
メ
リ
カ
の
情
心
届
の
一
…
十
九
世
紀
的
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
て

し
て
は
解
決
し
難
い
そ
れ
ら
の
一
一
つ
の
結
集
点
を
な
し
た
、
と
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サン・フランシスコ布におけるボス政浩の成立（志邨）

仮
定
し
得
よ
う
。
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ト
ウ
ィ
ー
ド
、
　
ボ
ス
ト
ン
の

「
皇
帝
」
ロ
マ
ス
ニ
！
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
エ
ド
・
バ
ト
ラ
ー
、
ミ

ネ
ア
ポ
リ
ス
の
ド
ク
・
エ
イ
ム
ス
、
と
数
々
の
都
市
ボ
ス
が
有
名
で

　
　
⑤

あ
る
が
、
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
に
君
臨
し
た
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・

ル
ー
フ
の
名
も
、
背
景
を
な
し
た
市
の
は
な
や
か
な
国
際
的
性
格

と
、
劇
的
な
裁
判
騒
ぎ
の
ゆ
え
に
高
名
…
汚
名
と
言
う
べ
き
で
あ

ろ
う
が
i
調
わ
れ
て
い
る
。
と
く
に
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
を

と
り
あ
げ
る
の
は
、
こ
の
市
が
次
の
よ
う
な
意
味
で
、
こ
の
時
期
の

ア
メ
リ
カ
社
会
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
、
　
一
つ
の
サ
ン
プ
ル
・
ケ
ー

ス
を
提
供
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
全
国
的

独
占
資
本
の
一
つ
で
あ
る
南
太
平
洋
鉄
道
の
君
臨
、
　
一
九
〇
〇
年
前

後
の
労
働
組
合
の
急
速
な
生
長
、
一
九
〇
一
年
の
大
規
模
な
労
資
の

激
突
、
極
度
の
政
治
の
腐
敗
、
し
か
も
、
こ
の
腐
敗
し
た
ボ
ス
政
権

が
労
働
者
勢
力
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
い
う
事
実
、
さ
ら

に
は
全
国
で
も
つ
と
も
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
こ
の

街
の
性
格
、
し
た
が
っ
て
東
洋
人
の
排
斥
問
題
に
現
れ
た
よ
う
な
極

端
な
形
で
の
移
民
問
題
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
多
様
な
問
題

に
対
決
し
た
革
新
主
義
運
動
に
つ
い
て
も
、
汚
…
職
裁
判
が
、
大
統
領

丁
・
ル
ー
ズ
ヴ
エ
ル
ト
の
直
接
の
支
持
を
う
け
、
同
裁
判
遂
行
の
立

役
者
の
一
人
、
H
・
ジ
葺
ン
ソ
ソ
が
、
や
が
て
、
州
の
み
な
ら
ず
、

革
新
党
全
体
の
重
要
な
指
導
者
と
し
て
、
全
国
的
に
党
の
左
翼
を
代

表
す
る
こ
と
と
な
り
、
つ
い
に
は
、
党
の
副
大
統
領
候
補
と
な
る
に

い
た
っ
て
い
る
事
実
。
要
す
る
に
、
わ
れ
わ
れ
は
一
九
〇
〇
年
を
中

心
と
す
る
時
期
の
ア
メ
リ
カ
社
会
、
と
く
に
大
都
市
の
諸
問
題
と
、

そ
の
解
決
へ
の
手
探
り
の
試
み
を
、
集
約
的
に
、
こ
の
太
平
洋
岸
の

一
都
市
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
一
つ
の
ケ
ー
ス
・
ス

タ
デ
ィ
の
可
能
性
を
、
こ
の
街
の
物
語
り
に
期
待
し
得
る
の
で
あ
る
。

①
　
こ
の
よ
う
な
構
造
変
化
と
各
社
歳
入
、
地
域
の
反
応
を
展
望
し
た
も
の

　
と
し
て
は
ω
9
⊃
営
煽
9
拶
出
9
）
団
ρ
↓
ロ
①
菊
Φ
巷
O
ロ
ω
①
8
ぎ
曾
ω
彗
塾
の
導

　
H
。
。
。
。
切
占
㊤
置
（
〇
三
＄
σ
q
ρ
一
り
切
『
）
が
す
ぐ
れ
て
い
る
。

②
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
大
統
傾
T
・
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
、
お
よ
び
と

　
く
に
W
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
戸
畑
さ
れ
る
。
両
者
と
も
、
ト
ラ
ス
ト
を
政
治

　
的
脅
威
と
し
て
捉
え
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
図
ぎ
げ
9
冠
α
踏
O
剛
ω
蟹
Ω
8
び
の
び
Φ

　
諺
難
①
ユ
8
⇔
℃
象
寓
＄
一
6
猫
α
蒙
g
（
瓢
。
≦
団
。
昆
し
㊤
誤
）
℃
．
b
。
艦
●

③
た
と
え
ば
ピ
ぢ
8
ぢ
ω
8
篭
Φ
づ
ρ
8
ロ
①
ω
ぴ
鋤
巳
Φ
o
一
号
①
9
江
①
ω
（
Z
①
名

　
団
o
h
F
お
O
切
）
宰
α
に
古
典
的
表
現
を
み
る
。

④
　
移
艮
と
ボ
ス
政
治
の
結
合
は
と
く
に
し
ば
し
ば
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
匂
9
づ
毎
σ
q
び
鉱
詳
ω
町
卿
謁
窪
ω
賦
鼻
Φ
U
鋤
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魚
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Φ
≦
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干
房
ぞ
ざ
〆

　
一
㊤
繍
）
署
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鳶
”
①
ポ
国
ユ
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O
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箆
導
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惹
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財
9
Φ

　
U
①
ω
幹
ぎ
団
（
Z
o
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磯
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噂
お
鴇
）
℃
℃
．
お
㍉
8
蒙
。
霊
室
匡
o
h
珍
鋤
α
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ひ

　
↓
9
諺
σ
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①
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閃
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｛
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B
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妻
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昆
堕
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㊤
♂
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唱
曾
寄
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恥
○
の
。
鍵
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鵠
碧
象
ヨ
鳩
臼
冨
¢
只
0
9
巴
（
じ
6
0
ω
け
O
口
り
　
贈
り
㎝
μ
）
Ω
6
℃
．
＜
窪
目
’

⑤
こ
れ
ら
の
都
市
ボ
ス
に
つ
い
て
は
、
ω
謬
家
2
℃
．
○
暦
昏
”
切
。
の
ω
曽
a

　
爵
①
窯
碧
ぼ
p
Φ
　
（
宕
Φ
≦
匿
＄
〈
①
炉
　
お
お
γ
　
＝
鍵
。
一
窪
N
ヨ
ぎ
Ω
受

　
し
6
0
ω
ω
①
ω
一
昌
け
げ
Φ
d
∬
欝
①
α
ω
轡
鶉
＄
ω
（
回
り
ω
O
）
が
あ
る
。

二、

{
ス
政
治
の
機
構

　
ま
ず
、
ボ
ス
政
治
の
具
体
的
機
構
を
一
瞥
し
た
い
。

　
一
九
〇
一
年
秋
の
選
挙
に
よ
っ
て
、
統
一
労
働
党
か
ら
出
馬
し
た

E
・
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
を
市
長
と
す
る
新
市
政
府
が
誕
生
し
た
。
公
共
的

諸
事
業
に
た
い
す
る
認
可
権
を
握
り
、
し
た
が
っ
て
汚
職
の
源
で
あ

る
市
参
事
会
（
定
員
十
八
名
）
に
は
、
当
時
労
働
党
代
表
三
論
が
議
席

を
有
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
一
九
〇
五
年
秋
に
は
全
議
席
が
労
働
党

員
の
占
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
陰
の
政
府
を
主
宰
し
て
い
た
ボ
ス

堕
ル
ー
フ
は
、
　
一
民
間
弁
護
士
に
と
ど
ま
り
、
何
等
の
公
職
に
も
つ

い
て
い
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
汚
職
の
例
を
家
庭
電
話
会
社
の
認
可
を
め
ぐ
る
事
件
に
と
る
。
　
一

九
〇
〇
年
は
じ
め
、
太
平
洋
沿
岸
諸
山
、
と
く
に
こ
め
地
方
の
指
滋

的
都
市
で
あ
る
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、
全
国
的
電
話
網
を
も

つ
ベ
ル
系
の
会
社
（
太
平
洋
電
信
電
話
会
社
）
に
対
す
る
、
新
興
の

家
庭
電
話
会
社
の
激
し
い
挑
戦
が
な
さ
れ
て
い
た
。
前
者
は
、
在
来

か
ら
、
市
政
府
よ
り
の
独
占
的
認
可
を
得
て
お
り
、
技
術
的
に
優
位

に
た
つ
後
者
は
ま
た
、
進
出
都
市
の
有
力
諸
家
族
を
自
社
に
く
み
入

　
　
　
　
　
　
ノ

れ
、
そ
の
政
治
的
影
響
力
を
利
用
す
る
方
式
を
と
っ
て
き
た
か
ら
、

当
然
争
点
は
、
後
者
が
、
市
政
府
の
認
可
を
か
ち
と
る
か
ど
う
か
に

あ
っ
た
。
競
争
会
社
の
出
現
を
予
期
し
た
太
平
洋
電
信
電
話
会
社
は
、

一
九
〇
二
年
以
来
、
ル
ー
フ
に
名
目
の
み
の
顧
問
弁
護
忌
月
二
〇
〇

ド
ル
を
支
給
し
て
、
こ
れ
に
備
え
て
い
た
。

　
一
九
〇
五
年
六
月
、
家
庭
電
話
会
社
は
、
市
政
府
に
営
業
認
可
を

申
講
し
、
拒
否
さ
れ
た
。
同
社
は
、
同
年
十
一
月
の
選
挙
で
は
、
ル

ー
フ
の
指
導
す
る
統
一
労
働
党
に
反
対
し
た
共
和
・
罠
主
超
党
派
グ

ル
ー
プ
の
勝
利
を
み
こ
し
て
、
こ
れ
に
巨
額
の
献
金
を
な
し
た
が
、

選
挙
の
結
果
が
、
ル
ー
フ
派
の
完
勝
に
終
る
と
、
た
だ
ち
に
態
度
を

変
え
、
ル
ー
フ
に
接
近
を
試
み
た
。
一
九
〇
六
年
一
月
、
同
祉
社
長

デ
ト
ゥ
ィ
ラ
！
は
、
ひ
そ
か
に
ル
ー
フ
と
会
合
し
、
彼
の
勝
利
を
祝

福
す
る
と
と
も
に
、
極
め
て
好
条
件
の
契
約
を
結
ぶ
意
志
の
あ
る
こ

と
、
同
社
全
勢
力
を
あ
げ
て
の
市
政
府
支
持
の
音
ゆ
向
を
示
唆
し
た
。

結
局
、
顧
問
弁
護
料
一
二
五
、
○
○
○
ド
ル
の
契
約
を
受
諾
し
た
ル

ー
フ
は
、
　
「
彼
は
…
…
大
物
で
あ
り
、
機
敏
で
決
断
の
早
い
…
…
典
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型
的
な
実
業
家
だ
…
…
彼
の
よ
う
な
人
物
と
取
引
す
る
こ
と
は
ま
っ

た
く
楽
し
み
で
あ
る
」
、
と
満
足
し
て
語
っ
た
。

　
し
か
し
、
ル
ー
フ
は
こ
の
協
定
を
秘
密
に
し
た
ま
ま
、
対
抗
会
社

で
あ
る
太
平
洋
電
信
電
話
会
社
の
顧
問
弁
護
士
た
る
地
位
を
捨
て
ず
、

し
か
も
そ
の
月
俸
は
、
一
九
〇
五
年
の
選
挙
後
脳
、
二
〇
〇
ド
ル
に

増
し
て
い
た
。
こ
の
事
実
は
、
彼
が
な
お
決
定
的
に
家
庭
電
話
会
社

認
可
に
踏
み
切
っ
て
お
ら
ず
、
対
抗
会
社
か
ら
の
よ
り
高
額
の
収
賄

の
途
を
留
保
し
て
お
こ
う
と
し
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。
他
方
、
後

巻
も
ま
た
安
閑
と
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
す
で
に
選
挙
前
、
反
ル

ー
フ
派
の
超
党
派
グ
ル
ー
プ
を
支
持
す
る
一
方
、
労
働
党
幹
部
に
も

接
近
を
試
み
、
同
参
事
会
議
員
候
補
の
二
名
に
選
挙
費
用
を
支
給
し
、

選
挙
後
も
新
議
員
数
名
を
饗
応
し
て
金
贔
を
贈
っ
た
形
跡
が
あ
る
。

　
一
九
〇
六
年
二
月
十
八
日
、
恒
例
の
非
公
式
の
参
事
会
で
、
ル
ー

フ
霞
身
の
作
製
し
た
家
庭
電
話
会
社
の
認
可
申
請
書
が
、
議
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
。
同
祉
と
ル
ー
フ
の
契
約
が
秘
密
の
ま
ま
で
あ
り
、
ル

ー
フ
自
身
態
度
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
た
め
、
議
事
は
混
乱
の
ま

ま
に
終
っ
た
。
会
議
の
事
情
は
、
す
で
に
情
報
提
供
費
を
支
給
さ
れ

て
い
た
二
名
の
議
員
を
通
じ
て
対
抗
会
社
の
一
般
代
理
人
丁
・
V
・

ハ
ル
ゼ
ー
に
通
報
さ
れ
た
。
ル
ー
フ
へ
の
顧
問
弁
護
料
支
給
の
事
実

に
信
を
置
い
て
い
た
ハ
ル
ゼ
ー
は
、
直
接
に
参
事
会
員
達
に
た
い
し

て
、
強
力
な
工
作
を
は
じ
め
、
十
八
人
中
十
一
人
の
議
員
に
計
五
一
、

○
○
○
ゼ
ル
を
受
け
と
ら
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
困
惑
し

た
議
員
の
一
人
が
、
ル
ー
フ
に
事
情
を
打
ち
開
け
て
指
示
を
乞
う
た

た
め
、
ル
ー
フ
は
驚
き
の
う
ち
に
、
つ
い
に
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
。

ル
ー
フ
は
強
力
な
説
得
と
圧
力
を
議
員
達
に
加
え
、
四
月
二
十
三
日
、

反
対
四
、
投
票
拒
否
一
を
残
し
て
、
つ
い
に
家
庭
電
話
会
社
認
可
を

参
事
会
に
承
認
せ
し
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ブ
ル
ロ
ク
ロ
ス

　
無
論
、
ハ
ル
ゼ
ー
は
ル
ー
フ
の
「
裏
切
り
」
を
噴
激
し
た
が
、

ル
ー
フ
は
、
参
愚
管
議
員
の
直
接
買
収
は
、
自
分
と
市
政
府
へ
の
不

信
行
為
で
あ
る
と
反
駁
し
、
わ
ず
か
に
、
議
員
達
が
ハ
ル
ゼ
ー
か
ら

受
取
つ
た
金
の
半
ば
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
を
約
し
た
。

　
興
味
深
い
の
は
、
ル
ー
フ
が
受
取
つ
た
一
二
五
、
○
○
○
ド
ル
の

分
配
で
あ
る
。
最
終
的
配
分
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

参
事
ム
以
議
長
　
　
　
　
　
　
　
　
・
：
：
・
：
：
：
：
：
・
二
〇
、
○
○
○
ド
ル

新
会
社
認
可
に
賛
成
レ
、
太
平
洋
会
社
よ
り
の
買
収
を
受
け
な
か
っ
た
四

諦
畿
鞭
貝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
：
：
次
貿
六
、
○
○
○
ド
ル

太
平
洋
会
社
か
ら
の
買
収
を
う
け
な
が
ら
新
会
社
認
可
に
賛
成
し
た
八
議

員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
：
：
各
三
、
五
〇
〇
ド
ル
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噺
陰
野
認
可
に
反
漏
し
、
太
平
洋
会
社
よ
り
の
買
収
を
う
け
た
三
議
員
、

お
よ
び
、
買
収
を
受
け
ず
、
し
か
も
反
対
票
を
投
じ
た
瓢
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
…
い
ず
れ
も
、
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
十
八
人
、
六
二
、
○
○
○
ド
ル

　
つ
ま
り
、
家
庭
電
話
会
社
認
可
に
と
亀
か
く
も
賛
成
し
た
議
員
十

一二

ｼ
は
、
議
長
を
除
き
、
　
い
ず
れ
も
各
六
、
○
○
○
ド
ル
を
得
た
こ

と
に
な
る
。
内
八
人
は
ハ
ル
ゼ
ー
よ
り
の
二
、
五
〇
〇
ド
ル
を
加
え

て
こ
の
額
に
達
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
太
平
洋
会
社
と
し
て
は
、
対

抗
会
社
の
買
収
費
の
一
部
を
負
担
す
る
と
い
う
皮
肉
な
事
態
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。
他
方
ル
ー
フ
の
手
元
に
残
さ
れ
た
六
一
二
、

○
○
○
ド
ル
の
中
、
一
二
〇
、
○
○
○
ド
ル
は
市
長
シ
ュ
ミ
ッ
ッ
に
渡

さ
れ
、
彼
自
身
の
取
得
分
は
三
三
、
○
○
○
ド
ル
で
あ
っ
た
。

　
以
上
が
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
政
の
実
状
を
示
す
一
例
で
あ
っ

た
。
一
応
の
整
理
を
試
み
て
お
き
た
い
。
ま
ず
ボ
ス
政
治
の
機
梅
は

明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ル
ー
フ
は
市
政
府
の
役
職
に
就
か
ず
、

各
民
閣
会
社
の
顧
問
弁
護
士
と
し
て
傭
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
会
社
が

市
政
府
か
ら
の
何
ら
か
の
認
可
を
必
要
と
す
る
と
き
、
巨
額
の
金
を

顧
問
弁
護
料
と
し
て
合
法
的
に
入
手
し
、
そ
の
一
部
を
市
政
府
役
員

に
分
与
す
る
、
と
い
う
手
続
き
に
よ
つ
て
陰
の
政
府
を
主
宰
し
て
い

た
。
そ
れ
は
ボ
ス
政
治
で
あ
る
と
同
時
に
、
組
織
化
さ
れ
た
収
賄
と

汚
職
の
機
構
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ル
ー
フ
の
収
賄
が
表
面
的
に
は

合
法
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
暴
露
・
追
求
は
著
し
く
困
雑
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、
い
わ
ば
ノ
ル
マ
ル
な
政

治
の
あ
り
方
と
し
て
一
般
に
黙
認
さ
れ
て
い
た
。
さ
き
の
例
か
ら
察

せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
の
政
治
は
、
そ
の
真
の
機
構
で
あ
る
ル
ー
フ

政
権
を
通
じ
て
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
丁
て
の
部
門
に
わ
た
っ
て
完
全
に
切

り
売
り
さ
れ
、
つ
ね
に
最
高
価
格
の
入
札
者
に
売
却
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
汚
職
と
腐
敗
は
、
市
長
・
裁
判
富
以
下
、
平
警
官
に
い
た

る
あ
ら
ゆ
る
公
権
の
保
持
者
に
及
ん
で
い
た
。
市
の
売
春
業
者
が
、

業
務
の
保
護
料
金
と
し
て
、
毎
週
、
巡
羅
警
富
に
五
ド
ル
、
巡
察
部

長
に
十
五
ド
ル
、
区
警
察
署
長
に
二
五
ド
ル
、
市
警
察
長
官
に
七
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ド
ル
を
支
払
っ
て
い
た
の
は
、
そ
の
極
端
な
一
例
で
あ
る
。
ル
ー
フ

の
機
構
は
、
こ
の
よ
う
な
慣
行
を
組
織
化
し
、
高
能
率
で
安
全
な
も

の
に
仕
上
げ
た
亀
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
収
賄
金
の
分
配
に
示
さ

れ
た
よ
う
に
、
合
目
的
性
と
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
に
徹
し
た
、
む

し
ろ
合
理
的
な
機
構
で
あ
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が
、
非
民
主
的
な
ボ
ス
政
治
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ

ス
と
政
治
の
腐
敗
し
た
共
謀
で
あ
っ
た
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
し
か
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し
、
そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
民
主
主
義
の
腐
敗
颪
と
し
て
の
み
、

そ
れ
を
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
紀
末
の
社
会
変
化
を
解
き
得
る

で
あ
ろ
う
か
。
さ
き
の
例
で
も
見
た
よ
う
に
、
ル
ー
フ
の
取
引
相
手

が
、
公
共
的
性
格
を
・
も
っ
た
会
祉
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
論
の
手
掛
り

に
な
る
。
十
九
世
紀
末
の
急
激
な
都
市
人
口
の
増
大
に
つ
れ
て
、
電

話
・
ガ
ス
・
水
道
・
市
街
電
車
・
消
防
機
関
・
治
安
維
持
組
織
な
ど

の
公
共
施
設
が
、
大
都
市
に
必
須
の
も
の
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
新
し
い
積
極
的
な
運
営
技
術
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
他
方
、

ア
メ
リ
カ
政
治
の
伝
統
は
、
少
く
と
竜
地
方
政
治
の
次
元
で
は
権
力

の
分
散
・
均
衡
の
原
則
に
立
ち
、
で
き
る
限
り
、
安
価
で
消
極
的
な

政
府
を
最
良
の
も
の
と
し
て
き
た
。
の
み
な
ら
ず
、
永
い
伝
統
を
も

つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
に
比
べ
て
、
都
布
政
治
の
ル
ー
ル
自
体
が
、
（
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

数
の
旧
東
部
都
市
を
除
い
て
は
）
　
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
セ
ス
・

μ
一
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
ア
メ
リ
カ
の
問
題
は
、
二
、
一
二
年
の
閻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
無
か
ら
大
都
市
を
造
り
出
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
」
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
都
市
が
、
近
代
都
市
と
し
て
の
機
能
を
必
要
と

す
る
に
い
た
っ
た
時
、
極
端
な
混
乱
と
困
難
に
直
面
し
た
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。
A
・
D
・
ホ
ワ
イ
ト
の
「
合
衆
国
の
市
政
は
、
全

キ
リ
ス
ト
教
国
中
最
悪
で
あ
る
。
も
っ
と
も
費
用
が
か
か
り
、
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
も
不
能
率
で
あ
り
、
も
っ
と
も
腐
敗
し
て
い
る
」
と
い
う
発
言
は
、

こ
の
よ
う
な
事
情
の
反
映
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
合
法
的
権
力
が
現

実
の
必
要
を
満
た
し
得
な
い
と
き
、
非
合
法
の
権
力
組
織
が
こ
れ
を

代
行
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
自
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
る
。
良
く
組
織

さ
れ
た
中
央
集
権
組
織
で
あ
る
ル
ー
フ
の
機
構
は
、
こ
の
よ
う
な
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

織
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
十
九
世
紀
末
以
降
の
ア
メ

リ
カ
社
会
の
変
質
と
、
そ
れ
に
対
応
す
べ
き
合
法
的
政
治
機
構
の
変

化
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
満
た
す
た
め
に
出
現
し
た
非
合
法
の
権
力
組
織

と
し
て
。
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
し
か
し
撃
ち
う
ん
、
ル
ー
フ
政
権
が
、
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て

現
実
の
要
請
に
応
え
、
し
た
が
っ
て
出
現
の
可
能
性
を
も
つ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
が
労
働
者
政
権
と
し
て
成
立
し
た
と
い
う
事
情
を
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
労
働
者
政
権
が
必
ず
し
も
腐
敗
し
な
い
も

の
で
な
い
に
せ
よ
、
そ
れ
が
、
ボ
ス
・
ル
ー
フ
を
通
じ
て
階
級
的
敵

で
あ
る
資
本
家
と
結
託
し
て
い
た
の
は
、
奇
妙
な
事
情
と
言
わ
ね
ば

　
　
　
⑧

な
ら
な
い
。

①
　
以
下
、
例
の
叙
述
に
つ
い
て
は
二
巴
審
邑
鴨
＄
P
b
d
o
ω
ω
渇
¢
鉱
、
ω
ω
き

　
男
舜
旨
δ
8
”
↓
冨
匡
陣
陰
。
受
。
囲
筈
①
¢
巳
。
昌
い
書
。
鴇
℃
鍵
馨
鳩
ヒ
d
齢

じ
d
郎
ω
ぢ
。
ω
の
9
誹
◎
　
普
①
○
お
9
勺
δ
ω
①
o
露
δ
β
　
（
切
①
昆
Φ
δ
ざ
日
⑩
給
）
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O
び
9
マ
く
出
㌍
霞
．
Z
’
○
霧
ω
o
員
解
団
ω
ε
暦
嘱
。
脇
爵
①
6
①
δ
憎
げ
。
降
①
（
お

　
δ
）
に
よ
る
。

②
　
○
①
o
お
Φ
国
●
竃
。
≦
触
審
↓
げ
o
O
巴
罵
鍵
巳
9
」
勺
8
σ
q
お
ω
ω
ぞ
①
ω
（
じ
ご
Φ
酔
？

　
δ
ど
お
臼
）
Ψ
ト
っ
。
◎
．

③
国
。
暁
ω
壁
舞
①
が
諺
σ
q
①
o
｛
幻
①
｛
o
賊
ヨ
》
娼
・
回
。
。
卜
⊃
矯
○
園
丁
8
9
良
f
℃
・
。
。
。
。
．

④
出
。
暗
ω
三
親
①
ひ
》
σ
q
①
9
菊
Φ
｛
o
h
夢
宰
重
餅

⑤
ぎ
a
じ
d
曼
8
℃
6
冨
諺
諺
①
諒
＄
昌
9
ヨ
鑓
8
≦
①
賠
普
（
瓢
。
箋
嘱
。
鼻
矯

日
Q
。
鶏
）
＜
o
踊
●
γ
や
①
紹
・

⑥
霞
9
ω
冨
騨
Φ
ひ
渉
σ
q
Φ
o
団
困
①
h
o
H
昼
や
ミ
9

⑦
ボ
ス
政
治
の
特
色
の
一
つ
は
実
務
処
理
に
あ
た
っ
て
の
集
権
的
・
好
能

　
荒
性
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
同
質
身
9
壱
巴
㌶
9
尋
①
ω
o
。
一
舘
ω
9
霧
8

　
〈
O
ピ
P
娼
．
①
㎝
メ
竃
P
o
O
げ
『
②
（
σ
団
　
U
円
．
ζ
・
ω
P
詳
）
の
項
を
み
よ
。

⑧
労
働
者
と
ボ
ス
と
の
結
託
の
例
と
し
て
は
、
ほ
か
に
C
・
王
・
0
と
結

　
ん
だ
臼
Φ
巴
◎
。
Φ
唄
○
諄
畷
の
ボ
ス
男
巴
§
」
ゆ
賦
課
餌
σ
q
β
①
が
有
名
で
あ
る
。
出
信
σ
Q
げ
．

　
》
し
d
o
⇔
0
諺
厳
Φ
泣
8
”
男
。
ま
一
8
9
質
魚
些
①
℃
鍵
蔓
ω
畷
ω
ε
露
（
Z
①
芝

畷
。
統
犀
粒
逡
㊤
）
弓
Ψ
＆
7
0
ρ

三
　
歴
史
的
背
景

　

騨
－
爾
太
平
洋
鉄
道
！

（

　
と
こ
ろ
で
、
二
〇
世
紀
の
は
じ
ま
り
に
際
し
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
立
大
学
学
長
B
・
J
・
ホ
イ
ー
ラ
ー
は
、
州
の
停
滞
性
を
次
の

よ
う
に
書
い
て
い
た
。
　
「
大
金
持
以
外
に
こ
こ
を
訪
れ
る
人
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
そ
し
て
彼
等
も
h
暖
か
い
）
冬
の
問
の
二
、
三
ケ
月
滞
在

す
る
に
過
ぎ
な
い
…
…
」
。
　
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
新
聞
が
こ
の

州
に
つ
い
て
報
ず
る
の
は
、
た
か
だ
か
「
地
震
か
殺
人
か
あ
る
い
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

双
頭
の
子
牛
が
生
れ
た
こ
と
」
ぐ
ら
い
に
す
ぎ
な
い
、
と
。
五
十
年

代
の
熱
狂
の
溶
炉
と
、
　
「
西
部
の
パ
リ
」
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を

持
つ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
三
子
、
少
く
と
竜
九
十
年
代
半
ば
ま
で
は
、

他
地
域
か
ら
孤
立
し
た
伝
統
的
な
農
業
と
商
業
の
州
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。　

し
か
し
世
紀
の
変
り
め
は
、
ま
っ
た
く
対
照
的
な
急
速
な
経
済
発

展
の
開
始
を
意
味
し
た
。
南
太
平
洋
鉄
道
海
岸
線
の
完
成
、
自
動
車

道
路
に
よ
る
東
部
と
の
連
結
、
数
々
の
大
乱
概
運
河
の
完
成
に
と
も

な
う
穀
物
農
業
か
ら
果
実
と
野
菜
の
農
業
へ
の
転
換
一
そ
れ
は
現

金
収
入
と
農
業
労
働
者
の
増
加
を
意
味
し
た
一
な
ど
が
そ
の
現
れ

で
あ
る
。
ま
た
、
二
十
世
紀
は
じ
め
の
十
年
閥
に
、
石
油
生
産
額
は

二
〇
倍
に
、
工
業
生
産
は
全
体
で
約
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

人
口
も
ま
た
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
増
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
二
つ
の
局
面
で
の
権
力
闘
争
の
激
化
を
意
味

し
た
。
一
つ
は
雷
う
ま
で
も
な
く
労
働
運
動
の
激
化
で
あ
る
が
、
い

ま
一
つ
は
、
同
勢
の
自
生
的
資
本
家
に
よ
る
南
太
平
洋
鉄
道
へ
の
挑

戦
で
あ
っ
た
。
そ
，
し
て
、
こ
の
鉄
道
会
社
こ
そ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

26　（26）



サソ・フランシスコ市におけるボス政治の成立（志螂）

に
お
け
る
経
済
的
∵
祉
会
的
・
政
治
的
な
唯
一
の
実
質
的
権
力
に
ほ

か
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
世
紀
の
変
り
目
の
問
題
の
一
つ

は
、
同
会
社
に
よ
る
州
支
配
と
そ
れ
へ
の
挑
戦
に
集
約
さ
れ
る
。

　
南
太
平
洋
鉄
道
の
建
設
が
、
鉄
道
建
設
史
上
、
も
っ
と
も
汚
名
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
史
上
有
名
で
あ
る
。
要
す
る
に
創
業
者
た

ち
の
意
図
は
、
鉄
道
経
営
そ
の
も
の
に
は
な
く
、
政
府
援
助
の
も
と

で
の
鉄
道
建
設
そ
の
も
の
か
ら
創
業
利
潤
を
生
み
出
す
こ
と
に
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
み
ず
か
ら
出
資
す
る
こ
と
な
く
、
連
邦
政
府
か
ら
の
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

下
付
と
、
沿
線
諸
地
区
か
ら
の
強
要
に
よ
っ
て
、
鉄
道
を
完
成
し
た
。

し
た
が
っ
て
完
成
し
た
鉄
道
の
資
本
が
巨
額
の
水
増
し
株
を
含
み
、

ま
た
正
常
な
経
営
に
よ
る
利
益
を
期
待
し
得
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ

と
は
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
転
売
の
機
を

逸
し
た
創
業
者
た
ち
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
し
て
高
率
運
賃
を
追

求
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
た
め
の
一
切
の
交
通
手
段
の
独
占
が
、

会
社
の
政
策
と
な
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
八
○
年
代
は
じ
め
、
会
社
は
州
内
の
鉄
道
軌
道
の
八

五
パ
ー
セ
ン
ト
を
所
有
し
た
ほ
か
、
ほ
と
ん
ど
の
河
川
お
よ
び
海
路

運
送
・
渡
船
・
市
街
交
通
機
関
を
独
占
し
て
い
た
。
州
外
と
の
連
絡

は
、
も
ち
ろ
ん
こ
倣
鉄
道
と
そ
れ
に
支
配
さ
れ
た
船
会
社
を
通
ず
る

ほ
か
は
な
く
、
一
九
〇
〇
年
、
よ
う
や
く
サ
ン
タ
・
フ
ェ
鉄
道
が
サ

ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
に
達
し
た
時
で
す
ら
、
ロ
ス
・
ア
ソ
ジ
ェ
ル

ス
以
北
の
全
沿
岸
、
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
か
ら
の
全
東
行
路
線
、

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
以
北
の
全
地
域
は
、
こ
の
鉄
道
会
社
の
独
占
下
に
あ

　
⑤

つ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
交
通
機
関
の
独
占
に
よ
っ
て
、
会
社
は
き
わ
め
て
高

率
の
運
賃
を
強
要
し
て
い
た
。
九
〇
年
代
に
海
路
に
よ
る
競
争
会
社

が
設
け
ら
れ
た
と
き
、
運
行
運
賃
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
、
ま
た

州
内
に
設
け
ら
れ
た
競
争
鉄
道
会
社
に
よ
っ
て
、
乗
客
運
賃
が
二
四

～
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
，
引
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
竜
、
こ
の
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
人
々
．
の
不
満
は
、
こ
の
高
率
運

賃
だ
け
に
向
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
問
題
は
む
し
ろ
、
州
の
ほ
と

ん
ど
全
企
業
が
直
接
間
接
に
会
社
の
統
捌
下
に
麗
か
れ
、
州
経
済
の

好
・
不
況
ま
で
が
会
社
の
政
策
に
左
右
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
に

　
　
　
⑥

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
す
で
に
一
八
七
一
年
、
州
の
一
新
聞
は
次
の
よ

う
に
書
い
て
い
た
。
　
「
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
オ
グ
デ
ン
に
い

た
る
主
要
幹
線
の
全
線
に
、
ま
た
本
会
社
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
線
に
沿

っ
て
、
聞
か
れ
る
も
の
は
唯
一
つ
、
絶
え
ざ
る
不
平
の
つ
ぶ
や
き
で

あ
る
。
…
…
会
社
の
近
視
眼
的
な
頑
迷
な
自
殺
的
政
策
は
、
人
民
の
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感
情
を
ま
っ
た
く
完
全
に
変
え
て
し
ま
い
、
会
社
の
鉄
道
沿
線
の
ど

ん
な
小
都
市
で
も
、
ま
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
も
ネ
バ
ダ
で
竜
、
こ

の
政
策
を
是
認
す
る
唯
一
人
の
人
間
も
な
く
、
会
社
を
よ
く
言
う
者

は
誰
一
人
と
し
て
い
な
い
」
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
南
太
平
洋
鉄
道
へ
の
政
治
的
規
制
を
要
求
す

る
声
は
早
く
か
ら
高
か
っ
た
。
す
で
に
七
四
年
、
州
議
会
に
最
高
料

金
規
定
の
要
求
一
か
提
出
さ
れ
、
　
七
六
年
間
は
、
不
当
差
別
料
金
を
取

締
る
州
鉄
道
委
員
局
が
設
鷹
さ
れ
、
さ
ら
に
八
○
年
に
は
、
前
年
の

反
鉄
道
運
動
か
ら
盛
り
あ
が
っ
た
憲
法
修
正
会
議
の
結
果
と
し
て
、

料
金
率
決
定
権
・
調
査
権
・
処
罰
権
を
も
つ
鉄
道
委
員
会
が
設
け
ら

れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
政
治
的
措
置
は
い
ず
れ
も
実
質
的
効
果

を
生
ま
な
か
っ
た
。
会
社
が
、
交
通
機
関
独
占
と
高
率
運
賃
維
持
を

め
ざ
し
て
、
露
骨
な
政
治
支
配
に
の
り
だ
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ビ
ッ
グ
・
フ
ォ
ア
と
称
さ
れ
た
創
業
者
の
一
人
、
リ
ー
ラ
ン
ド
・

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
自
身
、
州
知
事
の
職
に
あ
り
（
六
一
～
六
三
年
）
、

八
五
年
以
降
は
上
院
議
員
と
し
て
州
政
界
を
指
導
し
て
き
た
。
会
社

の
規
制
に
当
る
は
ず
の
州
鉄
道
委
員
会
も
、
会
社
が
決
定
し
た
料
金

表
を
そ
の
ま
ま
承
認
す
る
以
外
、
何
等
積
極
的
な
規
「
制
を
加
え
な
か

　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
…

つ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
　
門
正
し
い
こ
と
を
や
り
と
げ
る
た
め
に

金
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
そ
う
す
る
こ
と
が
ま
っ
た

く
正
当
で
あ
り
正
し
い
こ
と
で
あ
る
」
と
す
る
会
社
幹
部
た
ち
が
、

容
［
赦
な
く
買
収
の
手
を
の
ば
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
⑧

　
著
名
な
一
市
罠
の
次
の
よ
う
な
公
開
状
は
誇
張
で
は
な
か
っ
た
。
’

「
現
在
（
九
二
年
）
ま
で
、
州
の
主
要
な
官
吏
の
な
か
で
、
自
己
の
任

命
ま
た
は
昇
任
に
関
し
て
、
南
太
平
洋
鉄
道
会
社
に
負
う
て
い
な
い

竜
の
が
、
ま
た
そ
の
恩
顧
の
ゆ
え
に
同
社
の
も
っ
と
も
些
細
な
命
令

に
も
汲
々
と
し
て
従
わ
な
い
も
の
が
、
い
っ
た
い
あ
っ
た
ろ
う
か
。

昨
年
十
一
月
ま
で
に
、
あ
な
た
（
ビ
ッ
グ
帆
フ
ォ
ア
の
一
人
C
．
P
。
ハ

ン
チ
ィ
ン
ト
ン
）
が
少
く
と
も
（
定
員
三
園
中
）
二
名
を
所
有
し
て
い

な
か
っ
た
鉄
道
委
員
会
が
、
か
つ
て
あ
っ
た
ろ
う
か
。
あ
な
た
は
過

去
十
二
年
間
に
任
命
さ
れ
た
港
湾
委
員
を
指
名
し
て
こ
な
か
っ
た
か
。

あ
な
た
は
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
警
察
委
員
を
選
任
し
て
こ
な
か
っ

た
か
。
ま
た
現
在
市
警
察
と
く
に
港
湾
警
察
に
た
い
し
て
専
制
的
権

力
を
行
使
し
て
い
な
い
か
。
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
あ
る
二
つ
の

合
衆
国
裁
判
所
の
判
事
た
ち
は
、
リ
ー
ラ
ソ
ド
．
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

の
要
請
で
任
命
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
市
民
が
公
正
か
つ
不
偏
の

取
扱
い
を
う
け
得
る
と
い
う
充
分
の
惣
信
を
も
っ
て
、
あ
な
た
に
反

抗
す
る
訴
訟
を
提
出
で
き
る
上
級
裁
判
所
が
、
州
内
に
い
っ
た
い
い
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く
つ
あ
る
と
い
う
の
か
。
…
…
最
近
の
選
挙
ま
で
、
い
か
に
長
期
間
、

あ
な
た
は
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
凱
の
政
治
を
牛
耳
っ
て
き
た
こ
と
か
。

あ
な
た
は
過
去
二
五
年
間
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
政
治
を
指
図
し
て
こ

な
か
っ
た
か
。
こ
の
前
の
選
挙
ま
で
、
あ
な
た
は
ア
ラ
メ
ダ
郡
の
政
治

を
継
続
し
て
統
制
し
て
こ
な
か
っ
た
か
」
。
　
会
社
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
に
お
け
る
第
三
政
党
で
あ
っ
た
。
し
か
屯
、
民
主
・
共
和
両
党
に

ま
た
が
る
第
三
党
で
あ
っ
た
。
別
の
布
民
は
書
い
て
い
る
。
　
「
こ
の

第
一
ご
党
は
、
普
通
の
政
党
の
も
つ
特
性
、
つ
ま
り
政
党
と
同
じ
器
官

と
装
備
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
は
指
導
者
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
論
説
委

員
、
演
説
家
、
党
員
を
擁
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
両
政
党
か

ら
、
お
お
く
は
多
数
派
で
あ
る
党
か
ら
選
ば
れ
る
。
人
々
が
自
分
達

を
共
和
党
と
呼
ぼ
う
と
、
民
主
党
と
呼
ぼ
う
と
、
ま
た
党
の
問
題
に
つ

い
て
い
か
に
対
立
し
論
争
し
よ
ヶ
と
、
彼
等
は
た
だ
一
入
の
人
間
の

よ
う
に
、
入
罠
に
反
対
し
、
鉄
道
の
利
益
の
た
め
に
動
く
の
で
あ
る
」
。

　
事
実
こ
の
よ
う
な
政
治
支
配
は
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
。
州
の
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

共
倫
理
の
低
さ
に
加
え
て
、
十
九
世
紀
末
年
ま
で
、
そ
の
資
本
・
雇

傭
人
数
㌔
磯
豆
的
比
重
に
お
い
て
、
南
太
平
洋
鉄
道
に
対
抗
し
得
る

何
ら
の
組
織
も
勢
力
も
（
資
本
家
・
労
働
着
・
農
畏
を
含
め
て
）
存
在
し

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
州
議
員
・
市
会
議
員
・
官
吏
・
法
律
家
が
、

争
っ
て
唯
一
の
実
質
的
権
力
で
あ
る
爾
太
平
洋
鉄
道
に
、
昇
進
と
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

得
の
機
会
を
求
め
る
な
か
で
、
州
の
政
治
は
極
製
に
腐
敗
し
た
。

「
事
態
は
、
あ
る
男
が
警
官
に
な
り
た
い
と
思
う
と
き
、
ま
ず
許
可

を
得
に
タ
ゥ
ソ
ゼ
ソ
ト
五
番
街
（
会
社
の
所
在
地
）
に
出
か
け
ね
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ら
ぬ
と
考
え
る
状
態
に
ま
で
き
て
い
る
」
。
　
こ
れ
は
政
治
支
配
に
費

さ
れ
る
金
と
時
間
の
莫
大
さ
を
歎
じ
た
ハ
ソ
テ
ィ
ソ
ト
ン
の
言
と
伝

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
一
八
九
〇
年
に
は
、
会
社
の
政
治
支
配
と
結
び

つ
い
て
、
す
で
に
一
つ
の
体
翻
一
i
汚
職
と
買
収
の
体
制
1
一
が
確

立
し
て
い
た
。

　
こ
の
体
制
は
、
山
中
雷
～
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
公
共
事
業
ム
獄
祉
、
酒

精
飲
料
業
者
、
賭
博
業
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
の
合
法
・
非
合
法
の
業
者

を
ま
き
こ
ん
だ
。
彼
等
の
求
め
る
特
別
認
可
と
保
護
は
ま
た
、
よ
り

多
く
の
政
治
家
と
官
吏
に
利
権
を
与
え
た
。
会
社
の
顧
問
弁
護
士
W

・
F
・
ヘ
リ
ソ
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
　
「
州
を
安
全
な
ら
し

め
る
た
め
に
、
南
太
平
洋
鉄
道
は
、
州
の
す
べ
て
の
小
汚
職
官
吏
と

汚
職
団
体
に
、
公
共
か
ら
の
掠
奪
痛
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
け
前
を
得
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

せ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
」
と
。
こ
こ
に
、
汚
職
、
贈
・
収
賄

は
も
は
や
異
例
の
非
合
法
手
段
で
な
く
、
い
わ
ば
暗
黙
裡
に
承
認
さ

れ
た
、
ノ
ル
マ
ル
な
政
治
的
手
続
き
と
な
っ
た
。
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も
ち
ろ
ん
、
七
九
年
の
憲
法
修
正
会
議
召
集
か
ら
鉄
道
委
員
会
設

置
へ
の
動
き
の
よ
う
に
、
改
革
運
動
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
会
社
の
臣
大
な
勢
力
に
屈
服
し
、
腐

敗
の
体
制
を
崩
す
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
問
の
事
情
は
、
先

述
の
ヘ
リ
ソ
が
、
か
く
も
永
く
鉄
道
の
支
配
が
続
い
た
の
は
何
故
か
、

と
い
う
問
に
答
え
た
言
葉
に
端
的
に
示
さ
れ
た
。
彼
は
皮
肉
た
っ
ぷ

夢
に
答
え
て
い
る
。
　
「
そ
の
わ
け
は
、
会
祉
が
改
革
運
動
を
コ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
⑬

牌
…
ル
し
た
か
ら
だ
」
と
。

　
し
か
し
九
〇
年
代
に
入
っ
て
、
鉄
道
支
配
へ
の
反
抗
は
よ
う
や
く

高
ま
り
は
じ
め
た
。
ま
ず
九
一
年
秋
、
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
甫
の

商
人
・
製
造
業
者
を
中
心
に
「
運
輸
協
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の

目
的
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
全
出
荷
者
を
し
て
、
団
結
し
て
鉄

道
と
取
引
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、

鉄
道
委
員
会
お
よ
び
州
議
会
に
た
い
す
る
鉄
道
料
金
引
下
げ
の
詰
願
、

東
部
諸
袖
へ
の
海
路
運
輸
の
強
化
、
南
太
平
洋
鉄
道
と
競
争
す
る
新

鉄
道
の
建
設
な
い
し
建
設
援
助
を
掲
げ
た
。
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
、

翌
年
五
月
、
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
商
人
が
「
商
人
出
荷
協
会
」

を
結
成
、
ク
リ
ッ
パ
ー
航
路
の
一
船
会
　
社
と
契
約
し
て
、
鉄
道
に
競

争
を
い
ど
ん
だ
。
さ
ら
一
に
翌
九
三
甜
＋
、
周
一
じ
く
サ
ソ
。
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
市
の
資
本
家
を
中
心
と
し
て
、
北
米
航
海
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。

料
金
引
下
げ
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
著
し
い
も
の
が
あ
り
、

前
者
に
よ
つ
て
は
、
約
三
分
の
一
に
、
後
者
で
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

内
外
、
料
金
は
低
下
し
た
。
そ
し
て
、
運
輪
協
会
会
長
」
・
S
・
リ

…
ズ
は
、
こ
の
動
き
の
意
義
を
｝
「
も
し
適
当
な
支
持
が
あ
れ
ば
、
こ

れ
は
明
ら
か
に
本
市
な
ら
び
に
本
州
に
た
い
す
る
商
業
的
圧
欄
の
終

幕
を
つ
げ
る
も
の
に
な
る
こ
と
を
、
私
は
予
言
す
る
」
と
、
こ
の
よ

う
に
語
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
単
な
る
運
賃
引
下
げ
以
上
の
意
味
を
、

つ
ま
り
鉄
道
の
政
治
的
・
社
会
的
な
州
支
配
へ
の
挑
戦
を
、
予
想
さ

せ
た
。
こ
の
こ
と
は
運
輸
協
会
の
掲
げ
た
い
ま
一
つ
の
計
藏
の
進
行

に
明
ら
か
に
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
九
二
年
以
降
、
引
続
い
て

何
度
も
企
図
さ
れ
た
新
競
争
鉄
道
建
設
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
企
て

は
資
金
の
不
足
、
意
見
の
不
一
致
な
ど
の
た
め
延
引
を
重
ね
た
が
、

つ
い
に
九
五
年
、
後
年
汚
職
裁
判
で
活
躍
し
た
ル
ド
ル
フ
・
ス
プ
レ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ケ
ル
ズ
の
父
ク
ラ
ウ
ス
の
参
加
を
み
て
具
体
化
し
た
。
彼
は
サ
ソ
・

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
資
本
家
か
ら
な
る
十
二
人
委
員
会
の
議
長
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

て
、
計
画
を
推
進
し
、
み
ず
か
ら
全
出
資
金
額
の
半
ば
を
出
資
し
た
。

出
資
勧
誘
の
運
動
は
、
経
済
的
な
も
の
に
止
ら
ず
、
政
治
的
な
性
質

を
さ
え
お
び
た
。
す
な
わ
ち
、
委
員
会
の
発
表
し
た
声
明
は
、
尋
「
本
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サソ・フランシスコ市におけるボス政治の成立（志邸）

計
画
は
こ
の
（
新
）
鉄
道
を
、
人
民
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
、
人
民
の
利

益
の
た
め
に
運
営
さ
れ
る
、
人
民
の
鉄
道
た
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
我
々
が
援
助
を
願
っ
て
い
る
の
は
、
か
か
る
人
民
の
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
し
て
の
あ
な
た
な
の
で
あ
る
」
と
う
た
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
南

太
平
洋
鉄
道
鰻
筒
州
民
の
、
永
年
に
わ
た
る
対
立
を
表
現
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
計
画
へ
の
参
加
・
出
資
は
、
圧
制
へ
の
抵
抗
と

郵
，
鵬
．
廿
の
テ
ス
ト
を
意
味
し
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
に
参
袈

要
請
さ
れ
、
独
力
で
は
一
株
も
買
い
得
な
い
人
々
は
、
株
ク
ラ
ブ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

結
成
し
て
ま
で
、
こ
れ
に
応
じ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て

は
じ
ま
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
一
般
的
な
産
業
発
展
に
よ
っ
て
、

南
太
平
洋
鉄
道
の
比
重
が
相
対
的
に
低
下
し
、
同
時
に
州
内
の
、
と

く
に
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
を
中
心
と
し
た
資
本
家
群
が
、
鉄
道

に
反
抗
す
る
に
足
る
実
力
を
蓄
え
は
じ
め
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
に
お
い
て
は
、
こ
の
動
き
は
、
鉄
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

に
よ
っ
て
操
ら
れ
て
い
た
ボ
ス
・
ク
リ
ス
・
バ
ッ
ク
リ
！
の
没
落
を

生
ぜ
し
め
、
つ
い
で
一
八
九
六
年
、
改
革
派
市
政
府
の
成
立
に
結
実

し
た
っ
す
な
わ
ち
、
先
述
の
新
競
争
鉄
道
の
初
代
重
役
陣
に
名
を
連

ね
た
J
・
D
。
フ
ェ
ラ
ソ
が
市
長
に
当
選
し
、
官
吏
の
更
迭
、
不
当

政
府
支
出
の
削
減
な
ど
市
政
浄
化
に
か
な
り
の
成
果
を
収
め
た
の
で

　
⑳

あ
る
。
こ
こ
に
、
フ
ェ
ラ
ン
政
府
の
出
現
を
も
つ
て
、
南
太
平
洋
鉄

道
へ
の
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
資
本
家
の
挑
戦
に
、
一
つ
の
段
階

を
劃
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
市
の
ビ
ジ
ネ
ス
・

グ
，
ル
ー
プ
の
反
鉄
道
運
動
が
、
鉄
道
の
政
治
支
配
に
そ
の
根
源
を
竜

つ
腐
敗
と
汚
職
の
体
制
を
堀
り
崩
す
ま
で
に
高
ま
っ
た
こ
と
を
意
味

し
た
の
で
あ
る
。

①
窓
。
≦
q
”
8
．
9
r
℃
．
卜
。
．

②
　
H
σ
置
こ
　
℃
や

　
ト
。
一
二
　
困
O
σ
①
属

　
○
．
○
ざ
す
ロ
P

　
O
簿
犀
団
O
見
⇔
一
P
一
口

　
○
自
鴇
　
↓
一
日
①

　
（
瓢
①
甫
嘱
9
ぎ

　
お
ミ
）
や
ト
。
①
①
・

　
十
九
世
紀
末
か

　
ら
二
＋
世
紀
は

　
じ
め
に
か
け
て

　
の
合
二
二
の
経

　
済
発
展
は
、
た

　
し
か
に
企
業
集

　
中
化
の
傾
向
を

製造業賃金
労働潜の増
加率（％）

！899－1919

93．0

製造業賃金労働
者の全国比（％）

！899　1　1919

100　i　100

域地

United　States
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79．0

123．0

87．8

78．3

85．8

151．6
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31．6

26．3

筋
9
ρ
錨
鐙
E
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34ユ
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そ
の
最
大
の
蒔
色
と
す
る
が
、
他
方
特
定
の
二
業
の
地
方
分
散
化
の
傾
向

　
も
見
落
せ
な
い
。
太
平
洋
三
州
の
産
業
発
展
は
と
く
に
こ
の
傾
向
を
よ
く

　
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
前
出
の
表
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
出
●
φ
●
悔
簿
償
涛
昌
④
び
円
げ
Φ
∪
①
o
嵩
旨
o
o
｛
い
巴
ω
ω
⑦
N
悔
縁
お
”
一
Q
。
ミ
点
㊤
H
メ

　
（
Z
Φ
≦
属
。
爵
噂
お
鰹
）
穆
．
お
望
圃
凸
”
置
。
。
．

③
以
下
南
太
平
洋
鉄
道
に
関
す
る
叙
述
は
、
と
く
に
詫
記
し
な
い
か
ぎ
り

　
ω
讐
錠
轡
∪
9
α
q
σ
q
Φ
嘗
○
ロ
巷
8
お
。
⇒
夢
Φ
麟
δ
8
曙
o
h
畠
①
ω
0
9
¢
Φ
琶

　
頃
島
，
O
鑓
O
（
リ
臼
①
毒
　
団
O
畦
犀
鴇
　
H
㊤
b
り
込
a
）
に
よ
る
。

④
彼
等
が
支
出
し
た
金
額
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
制
動
費
と
し
て
の
一
〇

　
～
二
〇
万
ド
ル
だ
け
で
あ
る
。
彼
等
が
聯
邦
政
府
か
ら
の
土
地
下
付
を
逓

　
じ
て
直
接
・
間
接
に
獲
得
し
た
金
額
は
四
一
、
四
八
五
、
○
○
○
ド
ル
、

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
内
の
沿
線
都
市
か
ら
強
要
し
た
金
額
だ
け
で
も
一
〇

　
〇
万
ド
ル
を
越
え
る
。

⑤
諸
。
毛
蔓
噂
8
夢
9
け
‘
電
●
H
O
潮
目
獅
○
の
。
鍵
い
①
鼠
ρ
弓
冨
し
d
お
悶
o
q
目

　
（
Z
①
≦
畷
O
戦
圃
℃
一
り
ω
o
Q
）
や
。
ω
刈
ゲ
…
独
占
政
策
の
一
つ
に
特
別
契
約
湖
が
あ

　
る
。
こ
れ
は
戯
荷
者
が
個
別
的
に
会
社
と
幽
荷
契
約
を
し
、
契
約
が
完
全

　
に
履
行
さ
れ
て
お
れ
ば
、
　
一
年
間
後
に
、
若
干
の
料
金
割
戻
し
を
受
け
る

　
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
の
も
と
で
は
小
出
漁
者
は
不
当
な
差
別
的
高
料

　
金
を
強
要
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
契
約
を
結
ん
だ
出
蕎
潜
は
会
社
以
外
の

　
全
輸
送
機
関
の
利
屠
を
禦
ぜ
ら
れ
、
さ
ら
に
会
社
以
外
の
手
段
を
利
用
し

　
た
業
春
と
の
取
引
を
も
禁
ぜ
ら
れ
た
。
ま
た
出
厳
罰
が
契
約
を
履
行
し
て

　
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
、
会
社
は
娼
流
者
の
業
務
を
調
査
・
監
督

　
さ
え
し
た
。
各
地
方
な
い
し
都
市
に
た
い
し
て
も
独
占
料
金
が
強
要
さ
れ

　
た
。
た
と
・
瓦
ば
水
銘
運
送
が
可
能
で
あ
っ
た
サ
ン
・
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
ー

　
ス
ト
ッ
ク
ト
ソ
闘
九
一
マ
イ
ル
の
貨
物
料
金
は
一
〇
〇
ポ
ン
ド
あ
た
り
一

　
〇
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
途
中
に
あ
っ
て
船
影
場
を
も
た
な
い
ボ
ソ

　
タ
（
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
七
四
マ
イ
ル
）
ま
で
の
料
金
は
十
七
セ

　
ン
ト
で
あ
っ
た
。

⑥
　
た
と
え
ば
、
あ
る
業
看
が
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
や
セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
ビ
ー

　
ル
製
造
業
と
対
抗
す
る
工
揚
を
造
っ
た
さ
い
、
会
社
は
こ
れ
を
歓
迎
し
て

　
特
別
の
劇
剛
安
料
金
を
許
し
、
ま
た
、
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
ミ
ズ
ー

　
リ
河
に
む
か
う
砂
糖
に
、
特
別
料
金
を
許
し
て
、
州
の
砂
糖
業
者
　
（
○
？

　
諏
団
。
種
づ
㌶
開
①
論
欝
ぎ
σ
Q
O
o
こ
諺
誉
①
臨
。
”
⇔
ω
¢
α
q
餌
騰
労
①
訪
鼠
づ
σ
q
O
9
）
が
東

　
部
の
そ
れ
と
競
争
す
る
の
を
可
能
に
し
た
。

⑦
一
八
八
○
年
選
出
の
四
望
の
鉄
道
委
員
中
、
蝋
・
ω
・
O
o
⇔
Φ
は
ス
タ
ソ

　
フ
ォ
ー
ド
の
友
人
で
、
二
五
年
間
に
わ
た
っ
て
鉄
道
幹
部
の
ほ
と
ん
ど
と

　
知
り
あ
い
だ
っ
た
。
窪
た
い
憲
一
人
の
ρ
日
切
①
Φ
話
8
0
げ
興
は
、
就
任

　
前
月
収
五
〇
ド
ル
に
満
た
な
い
貧
乏
弁
護
土
で
あ
っ
た
が
、
二
年
間
の
任

　
期
中
に
一
二
、
○
○
○
ド
ル
を
蓄
え
た
。
州
議
会
の
一
委
員
会
は
次
の
よ

　
う
に
報
告
し
て
い
る
。
　
「
委
員
コ
ー
ン
は
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
と
の
個
人

　
的
友
好
関
係
を
瀬
じ
て
、
州
の
最
善
の
利
益
を
犠
牲
に
し
、
か
つ
そ
の
返

　
礼
と
し
て
彼
か
ら
の
愛
翫
（
一
〇
万
ド
ル
の
利
益
）
を
得
た
。
、
…
…
委
鍵

　
ビ
ー
ア
ス
テ
ヅ
チ
ァ
の
行
動
は
、
彼
が
買
収
さ
れ
て
い
た
と
い
う
以
外
、

　
我
々
と
し
て
は
何
と
も
説
明
し
得
な
い
」
。

⑧
｝
’
鼠
●
し
U
9
ω
ω
①
け
営
彼
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
バ
イ
ォ
ニ
ァ
の
｛
人
で
、

　
さ
ま
ざ
ま
の
職
業
に
つ
い
た
が
、
一
時
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
秘
書
を
つ
と

　
め
た
。

⑨
　
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
の
熱
狂
の
な
か
で
育
つ
た
こ
の
州
に
は
、
実
際
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⑭　
ル
か
ら
三
・
五
～
六
ド
ル
に
、
　
後
者
の

　
場
合
で
は
下
表
の
よ
う
に
下
っ
た
。

⑳
　
ス
プ
レ
ッ
ケ
ル
ズ
は
サ
ソ
．
フ
ラ
ン
シ

　
ス
冨
布
の
大
砂
糖
業
者
。
彼
の
一
家
に
つ

　
い
て
は
、
切
①
鋤
ジ
O
℃
．
O
嘗
り
や
弓
●
圃
ト
ひ
一
蒔
●

⑯
　
彼
自
身
は
一
〇
〇
万
ド
ル
、
息
子
の

　
q
o
げ
ロ
∪
．
お
よ
び
諺
α
o
甘
物
ω
や
統
①
o
犀
鮎
の

　
を
し
て
各
一
〇
万
ド
ル
つ
つ
を
嵐
資
し

　
た
。
な
お
払
込
次
貝
識
不
鰍
聡
額
は
二
、
四
｛
ハ
四
、

　
一
四
ハ
ド
ル
。
匂
●
聞
●
嗜
。
離
嵩
σ
q
導
ω
p
づ
男
鑓
亭

　
o
δ
o
P
　
掛
国
δ
8
円
畷
o
h
静
①
℃
p
o
篤
。

　
衛
民
的
モ
ラ
ル
の
型
が
形
成
さ
れ
る
余
裕
…
は
な
か
っ
た
。
当
時
州
に
は

　
．
．
簿
②
窪
o
o
α
o
険
餌
崔
蜜
⇔
α
ω
9
謎
q
夢
①
㌶
≦
o
h
⇔
o
昌
Φ
．
．
　
が
流
入
し

　
た
と
い
わ
れ
、
ま
た
第
　
回
州
議
会
は
「
酔
い
ど
れ
議
会
」
と
さ
え
呼
ば

　
れ
た
。
ζ
o
≦
擁
簿
。
や
●
o
還
り
℃
●
H
卜
⊃
・

⑩
H
瓢
創
二
唱
●
δ
占
q
●

⑪
H
江
恥
こ
や
b
。
ピ

⑫
　
＝
讐
。
討
ω
3
撫
鶏
ρ
　
》
暮
。
σ
一
〇
噴
磐
尊
　
（
裟
ω
≦
団
。
讐
翼
㊤
舘
）
》
●

　
9
『
・

⑬
　
畷
欝
⇔
匹
貯
　
鵠
8
慨
び
。
時
却
　
ω
8
戦
嘱
O
h
夢
Φ
　
ω
①
ω
臨
。
づ
。
簡
夢
Φ
O
甲

　
ま
。
鴨
艮
餌
ピ
の
σ
q
δ
冨
ε
お
。
出
回
8
H
（
ω
き
牢
鴛
9
の
o
P
お
ト
。
鱒
）
や
⑩
．

　
　
箭
者
の
配
合
で
は
ト
ン
当
り
十
五
ド
　
率
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
％
5
5
5
0
6
6
　
　
2
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例

新料金
＄／100rf

O．50

e．so

O．30

1．00

旧料金
＄／1eo｛

1．10

1．00

0．90

｝1．40

名品物

Beans

Canned　goods
Barley

Dried　fiouts
ralsms

Prunes（in　box）

　
0
8
馨
㌶
⑱
霞
8
0
嵩
ω
（
ω
き
軽
き
鼠
ω
。
ρ
δ
誌
）
〈
o
ド
紳
や
℃
●
8
0
1
①
q
メ

⑰
H
ぼ
α
‘
①
塁

⑱
　
こ
の
鉄
道
　
（
ω
9
づ
聞
触
9
誹
O
置
O
O
簿
”
α
ω
餌
ロ
｝
O
㌣

　
ρ
償
ぢ
く
動
嵩
①
団
閃
鋤
旨
妻
餌
団
）
の
出
現
に
よ
る
料
金
低

　
下
の
一
例
は
下
の
通
り
で
あ
る
。

⑲
．
、
し
d
財
づ
q
し
d
。
ω
の
．
．
し
6
煽
。
箆
鱗
（
昆
主
党
）
は
、
愚
問

　
弁
護
土
と
し
て
合
法
的
に
駁
賄
す
る
方
式
の
ほ
か
、

多
く
の
占
…
で
牛
・
の
ボ
ス
政
治
・
原
型
を
つ
く
つ
凝

血
露
寒
輪
凱
野
曝
勧
鱒
蛇
や
。
．
f
器

⑳
H
び
ξ
・
蓄
Φ
ξ
豊
ξ
．
・
一
p
　
兜

・
・
旨
鼠
。
譲
警
炉
O
g
α
・
饒
器
。
。
§
昌
櫨

八
瓢
⑦
≦
顧
。
『
『
謹
㎝
）
賢
鐸
な
お
心
置
ω
p
　
勲
”

隠
家
講
鍍
一
鞭
霧
齢
．
義
踊

　
O
び
四
導
》
ω
ω
O
O
冨
笥
O
質
の
支
持
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

四
　
歴
史
的
背
景

＄7．30一一・4．65

　7．40一＞5．00

　9ユC一→帥6。90一　Bakersfield’ノ

（いずれも乗客料金）

　
二
一
労
働
運
動
・
…
i

（

　
ル
ー
フ
の
ボ
ス
政
権
が
労
働
者
政
党
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
た
こ

と
は
、
世
紀
の
変
り
め
に
お
け
る
権
力
闘
争
の
い
ま
一
つ
の
局
面
1

一
労
資
対
立
の
激
化
一
を
予
想
せ
し
め
る
。

　
一
八
九
七
年
を
転
機
に
、
ま
た
新
し
く
成
立
し
た
フ
エ
ラ
ソ
政
府

の
竜
と
で
、
州
経
済
の
め
ざ
ま
し
い
回
復
を
背
景
と
し
て
、
サ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
労
働
運
動
は
新
し
い
局
面
に
入
っ
た
。
こ
の
年
、
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十
五
組
合
、
四
、
五
〇
〇
人
に
ま
で
減
じ
て
い
た
市
労
働
評
議
会
傘

下
の
組
織
労
働
者
は
、
一
九
〇
〇
年
、
三
四
組
合
に
、
翌
年
に
は
九

八
組
合
、
三
〇
、
○
○
○
人
に
増
加
し
た
。
組
織
率
は
、
機
械
工
で

は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ち
か
く
、
他
の
職
業
で
竜
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト

を
こ
え
、
　
労
働
評
議
会
は
、
　
市
の
全
労
働
考
の
四
五
パ
ー
セ
ン
ト

を
傘
下
に
お
さ
め
た
と
発
表
し
た
。
組
織
率
の
上
昇
と
と
も
に
、
獲

．
得
さ
れ
た
労
働
条
件
の
改
善
屯
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
州
労
働
局

　
（
そ
の
全
局
員
が
労
働
港
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
て
い
た
）
は
、
「
現
在
、
賃

上
げ
と
労
働
時
間
短
縮
の
要
求
は
全
区
域
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
お

り
、
し
か
竜
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
そ
の
要
求
が
承
認
さ
れ
て
い
る
」

と
発
表
し
た
。
こ
の
結
果
、
市
の
労
働
条
件
は
恐
ら
く
全
国
有
数
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

高
さ
を
誇
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
注
臼
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
労
働
運
動
が
未
熟
練
労
働
者

の
組
織
化
を
中
心
と
し
て
進
展
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
先
に
あ
げ
た

労
働
評
議
会
傘
下
の
組
合
数
増
加
は
、
ほ
と
ん
ど
未
熟
練
労
働
者
の

そ
れ
で
あ
っ
た
。
他
方
、
市
の
旧
熟
練
工
諸
組
合
は
、
労
働
評
議
会
と

並
立
す
る
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
建
築
業
労
働
評
議
会
（
三
六
組
合
、

約
一
五
、
○
○
○
人
）
に
代
表
さ
れ
て
お
り
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
と
問
情
ス
ト

に
よ
っ
て
、
完
全
な
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
制
を
獲
得
し
て
、
労

働
市
場
に
お
い
て
著
し
く
安
定
し
た
地
位
を
確
保
し
て
い
た
。
こ
の

先
例
か
ら
し
て
竜
、
ま
た
労
働
条
件
改
善
一
般
の
第
一
前
提
か
ら
し

て
も
、
新
組
合
の
闘
争
方
針
が
、
組
合
の
実
質
的
承
認
で
あ
る
ク
ロ

ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
制
に
中
心
を
お
い
た
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
っ

た
。
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
〇
〇
年
に
か
け
て
、
市
に
生
じ
た
主
要

な
労
資
紛
争
の
半
．
ば
は
、
直
接
に
こ
の
制
度
の
承
認
を
め
ぐ
っ
て
争

わ
れ
、
一
九
〇
一
年
に
入
っ
て
も
ま
た
、
料
理
人
・
給
仕
の
ス
ト
、

馬
車
製
造
業
工
の
闘
争
、
機
械
工
の
周
情
ス
ト
を
含
む
闘
争
と
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ず
れ
竜
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
制
を
争
点
と
し
て
い
た
。
そ
し
て

労
働
評
議
会
は
次
の
よ
う
な
声
明
を
発
す
る
に
い
た
っ
た
。
　
「
継
続

す
る
誤
解
と
摩
擦
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
、
雇
主
が
組
合
を
承
認
し

て
一
切
の
非
組
合
員
を
雇
傭
し
な
い
と
い
う
協
定
に
達
す
る
こ
と
が
、

絶
対
に
必
要
で
あ
る
。
組
合
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
の
す
べ
て
は
、
所

定
の
産
業
に
お
い
て
全
雇
主
が
調
一
的
賃
金
を
支
給
し
、
被
雇
傭
者

の
労
働
時
間
を
一
定
に
し
、
農
舎
員
の
み
を
雇
う
と
い
ヶ
こ
と
で
あ

る
」
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
闘
争
は
成
功
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
要
求

さ
れ
た
賃
金
と
労
働
時
間
は
、
ス
ト
開
始
前
に
承
認
さ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
制
は
事
燦
夫
上
確
立
さ
れ
な
か
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つ
た
。
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
雇
主
側
の
強
力
な
反
撃
が
す
で
に
開

始
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
〇
一
年
四
月
に
い
た

っ
て
、
．
市
の
ほ
と
ん
ど
全
部
の
卸
商
人
、
製
造
業
者
、
お
よ
び
多
数

の
小
売
商
人
が
加
盟
し
て
い
た
秘
密
組
織
i
雇
傭
主
協
会
一
の

存
在
が
よ
う
や
く
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
協
会
綱
領
は
、
　
「
わ
れ
わ

れ
は
、
効
果
的
な
制
禦
力
の
警
句
の
な
か
で
わ
れ
わ
れ
の
都
市
に
は

び
こ
っ
て
お
り
、
ま
た
今
後
も
は
び
こ
る
で
あ
ろ
う
頻
々
た
る
ス
ト

ラ
イ
キ
と
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
、
わ
れ
わ
れ
の
産
業
に
と
っ
て
危
険
で
あ

る
と
信
じ
る
。
本
身
傭
主
協
会
は
こ
れ
ら
の
増
大
し
て
ゆ
く
悪
弊
を

抑
制
す
る
た
め
に
結
成
さ
れ
た
」
、
と
宣
言
し
、
「
協
会
加
盟
員
と
労

働
組
合
と
の
問
の
す
べ
て
の
衝
突
な
い
し
紛
争
、
協
会
加
盟
員
に
た

い
す
る
組
合
の
す
べ
て
の
要
求
は
、
た
だ
ち
に
協
会
の
執
行
委
員
会

な
い
し
事
務
局
に
付
託
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
か
か
る
衝

突
、
紛
争
な
い
し
要
求
は
、
執
行
委
員
会
の
同
意
お
よ
び
そ
の
指
令

に
よ
ら
ず
に
解
決
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
、
　
と
規
定
し
て
い
た
。
協

会
の
臼
的
が
、
労
働
者
の
組
織
化
に
対
抗
し
た
雇
主
側
の
団
結
・
組

織
化
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
協
会
は
虫
害
万
ド
ル
の

資
金
を
あ
つ
め
（
ま
も
な
く
二
五
万
ド
ル
に
増
し
た
）
、
断
乎
と
し
て
オ

｝
プ
ソ
、
シ
鷺
ッ
プ
制
防
衛
の
闘
争
を
す
す
め
た
。
労
働
者
側
に
と

っ
て
事
態
は
重
大
で
あ
っ
た
。
前
記
三
闘
争
の
敗
北
に
次
い
で
、
結

成
後
配
の
浅
い
弱
体
の
組
合
が
、
協
会
の
圧
力
の
前
に
、
次
々
と
消

滅
し
た
。
海
員
組
合
機
関
誌
は
、
　
「
い
ま
や
、
新
た
な
労
働
争
議
の

知
ら
せ
を
聞
か
な
い
陰
膨
な
夜
明
を
迎
え
て
い
る
」
、
と
評
し
、
若
干

の
組
合
指
導
者
は
、
新
組
合
の
性
急
な
政
策
1
i
癒
織
せ
よ
！
要
求

　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

せ
よ
！
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
せ
！
1
一
の
失
敗
を
語
る
に
い
た
っ
た
。

同
時
に
、
い
ら
だ
ち
の
う
ち
に
事
態
の
深
刻
さ
を
さ
と
っ
た
指
導
者

の
多
く
は
、
決
定
的
な
行
動
に
よ
る
局
面
の
転
回
を
説
く
に
い
た
っ

た
。
労
働
者
の
組
合
組
織
へ
の
信
頼
が
減
じ
な
い
う
ち
に
、
全
組
織

労
働
者
の
力
を
一
挙
に
投
入
し
て
市
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
麻
痺
さ
せ
、
組

合
の
権
威
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
協
会
に
よ
る
各
飼

撃
破
戦
術
の
な
か
で
、
労
働
組
合
が
漸
次
消
滅
し
て
ゆ
く
の
を
阻
止

す
る
唯
｝
の
方
策
で
あ
る
、
と
。

　
こ
こ
に
危
機
の
夢
魔
は
不
可
能
と
な
っ
た
。
七
月
下
旬
、
ク
ロ
ー

ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
澗
を
め
ぐ
っ
て
、
駅
者
組
合
と
荷
馬
車
業
協
会
は

決
定
的
に
対
立
し
、
後
者
の
組
合
員
ロ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
に
た
い
し
て
、

駅
者
組
合
は
全
市
の
同
業
労
働
者
に
ゼ
ネ
ス
ト
を
呼
び
か
け
、
六
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

四
〇
〇
人
の
駅
者
が
職
場
を
放
棄
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
雇
傭
主
協
会

が
こ
れ
に
介
入
し
て
い
た
。
そ
れ
は
ま
っ
た
く
事
態
収
捨
の
意
志
を
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も
た
ず
、
全
力
を
あ
げ
て
補
充
労
働
力
の
確
保
を
助
け
た
。
荷
馬
車

は
市
の
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
物
資
月
送
手
段
で
あ
っ
た
か
ら
、
衝
突
の

影
響
は
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
。
早
く
竜
五
つ
の
大
重
心
工
場
が
閉

鎖
さ
れ
、
多
く
の
企
業
で
運
搬
工
・
荷
造
り
工
が
駅
者
組
合
支
持
の

ゆ
え
に
解
雇
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
配
達
困
難
の
た
め
に
極
端
な
営
業

不
振
に
陥
っ
た
卸
売
・
小
売
商
も
多
く
、
と
り
わ
け
収
獲
期
に
あ
っ

た
果
物
業
者
の
苦
境
は
著
し
か
っ
た
。

　
し
か
し
雇
傭
主
協
会
の
統
率
の
も
と
に
、
雇
主
側
の
結
束
は
予
想

外
に
強
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
帰
り
の
駅
者
や
、
農
村
と
く
に
果
樹
栽
培

地
薩
か
ら
人
員
を
突
入
れ
、
あ
る
い
は
自
ら
馬
車
を
駅
し
て
、
対
抗

’
し
た
。
他
方
、
労
働
評
議
会
は
、
　
「
こ
の
闘
争
が
最
後
ま
で
戦
い
ぬ

か
れ
」
ね
ば
な
ら
ぬ
と
決
意
し
、
全
力
を
あ
げ
て
の
支
持
を
決
定
し

た
。
七
月
三
十
日
、
傘
下
の
最
強
力
組
織
、
市
港
湾
労
働
者
聯
合

　
（
十
四
組
合
、
一
六
、
○
○
○
人
）
が
同
情
ス
ト
ラ
イ
キ
を
宣
雷
す
る
に

お
よ
ん
で
事
態
は
決
定
的
と
な
っ
た
。
組
合
側
は
勝
利
を
確
信
し
た
。

労
働
評
議
会
会
長
は
、
　
「
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
争
点
を
も
つ

て
事
件
に
出
会
う
の
を
永
い
問
待
っ
て
い
た
の
だ
…
…
い
ま
こ
そ
わ

れ
わ
れ
は
、
待
ち
望
ん
で
い
た
場
所
で
事
態
を
捉
え
て
い
る
の
だ
」

と
語
っ
た
。
翌
日
港
湾
の
一
切
の
活
動
が
、
ま
た
街
路
運
輪
の
ほ
と

ん
ど
が
停
止
し
た
。
市
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
少
く
と
も
そ
の
六
〇
パ
ー
セ

ン
ト
が
停
止
し
、
以
後
州
の
損
失
は
一
掴
一
〇
〇
万
ド
ル
と
見
積
ら

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
一
般
市
民
の
強
い
不
満
と
憂
慮
を
生
ぜ

ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
市
長
は
じ
め
無
数
の
個
人
や
団
体
が
調
停

の
労
を
と
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
労
資
双
方
と
も
、
一
応
は
和
解
条

件
を
発
表
し
た
も
の
の
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
制
に
つ
い
て
は

ま
っ
た
く
譲
歩
の
意
志
を
見
せ
ず
、
調
停
の
提
案
は
し
ば
し
ば
聴
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

す
ら
な
さ
れ
ず
に
拒
否
さ
れ
た
。
と
く
に
雇
傭
者
協
会
は
、
　
「
本
ス

ト
ラ
イ
キ
の
問
題
た
る
原
則
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
降
伏
す
る
こ
と

は
あ
っ
て
竜
、
　
妥
協
は
あ
り
得
な
い
。
　
そ
し
て
、
　
こ
の
降
伏
は
サ

ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
産
業
繁
栄
の
終
り
を
つ
げ
る
こ
と
と
な
ろ
う
」
、

と
声
明
し
、
労
資
の
会
合
す
ら
労
働
者
に
空
し
い
希
望
を
与
え
て
闘

争
を
永
び
か
せ
る
だ
け
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
交
渉
そ
の
も
の
を
拒

否
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
一
般
市
民
の
失
望
と
不
満
が
深
ま
っ
て
ゆ
く
な
か
で
、
闘
争
は
最

後
の
段
階
に
入
っ
た
。
麗
主
側
が
農
村
や
中
西
部
・
東
部
か
ら
誘
致

し
た
労
働
者
と
、
彼
等
を
追
い
返
そ
う
と
す
る
組
合
員
と
の
間
に
暴

力
ざ
た
が
生
じ
は
じ
め
、
ま
た
腐
り
や
す
い
滞
貨
の
山
に
苦
し
ん
だ

農
民
は
、
著
し
く
反
組
合
的
と
な
り
、
農
民
の
武
装
団
体
を
親
織
し
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て
、
就
労
を
阻
止
し
て
い
る
組
合
員
を
排
除
し
よ
う
と
さ
え
計
画
し

⑥た
。
そ
し
て
こ
の
間
、
ス
ド
ラ
イ
キ
の
効
果
は
次
第
に
減
じ
は
じ
め

た
。
組
合
員
に
代
っ
て
仕
事
に
つ
吟
た
農
民
、
他
州
か
ら
の
移
入
労

働
者
、
市
内
の
大
学
生
、
ネ
グ
ロ
な
ど
が
作
業
に
慣
れ
、
滞
貨
は
目

に
晃
え
て
減
じ
た
。
原
料
・
商
贔
の
配
達
屯
正
常
化
し
、
九
月
下
旬

に
い
た
っ
て
、
波
止
場
の
活
動
は
常
態
に
復
し
た
。
こ
こ
に
労
働
着

の
行
動
は
極
度
に
暴
力
化
し
た
。
組
合
員
と
ス
ト
破
り
の
労
働
者
と

の
間
に
、
ま
た
増
員
さ
れ
た
正
規
・
臨
時
の
警
官
と
の
間
に
、
無
数

の
衝
突
が
起
つ
た
。
そ
の
頂
点
を
示
し
た
九
月
二
十
八
臼
前
後
の
衝

突
で
は
、
死
者
五
、
負
傷
者
三
三
六
に
達
し
、
街
路
に
は
バ
リ
ケ
ー

ド
さ
え
ほ
ど
こ
さ
れ
、
一
般
市
民
で
す
ら
武
装
す
る
に
い
た
っ
た
。

　
し
か
し
組
含
側
の
敗
北
は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
ス
ト
ラ
イ

キ
の
効
果
は
失
わ
れ
、
彼
等
の
闘
争
資
金
も
尽
き
て
い
た
。
そ
し
て

暴
力
ざ
た
が
生
じ
て
以
来
、
市
民
の
反
感
と
秩
序
回
復
の
要
望
は
大

き
な
圧
力
と
な
っ
て
、
次
々
に
戦
線
を
離
脱
す
る
組
合
を
生
ぜ
し
め

た
。
十
月
二
臼
、
州
知
事
の
斡
旋
で
、
労
資
の
代
表
は
秘
密
裡
に
会

合
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
は
突
然
解
決
を
み
た
。
妥
結
条
件
は
公
表
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
雇
傭
看
側
は
勝
利
は
完
全
か
つ
無
条
件
で
あ
っ
た
と

発
表
し
た
。
事
実
、
解
決
後
の
職
場
に
は
非
組
合
員
や
残
留
を
希
望

し
た
ス
ト
破
り
の
労
働
者
が
就
労
し
て
お
り
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ョ

ッ
プ
制
…
は
慶
潜
屋
に
否
認
さ
れ
て
い
た
。

　
さ
て
以
上
の
よ
う
な
労
資
の
激
突
は
、
市
民
の
労
資
双
方
に
た
い

す
る
不
信
を
生
ん
だ
と
同
時
に
〉
労
働
港
側
に
も
重
大
な
態
度
の
変

化
を
生
ぜ
し
め
た
。
ま
ず
労
働
評
議
会
傘
下
の
組
織
労
働
者
は
、
そ

の
敗
北
の
原
因
が
市
政
府
の
介
入
に
あ
っ
た
と
考
え
た
。
彼
等
は
、

ス
ト
初
期
の
状
態
か
ら
考
え
て
、
も
し
市
政
府
の
介
入
が
な
か
っ
た

な
ら
ば
、
雇
主
側
は
、
企
業
活
動
の
麻
痺
状
態
に
耐
え
き
れ
ず
に
降

伏
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
と
考
え
た
。
そ
れ
を
阻
止
し

た
も
の
こ
そ
、
雇
傭
者
協
会
に
牛
耳
ら
れ
て
ス
ト
破
り
を
保
護
し
、

彼
等
を
説
得
し
よ
う
と
し
た
組
合
員
を
正
規
・
臨
時
の
多
数
の
警
官

を
も
つ
て
追
い
た
て
た
市
政
府
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
。
こ
こ

に
、
労
働
運
動
の
基
本
的
訟
聖
篭
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
綱

確
立
を
め
ざ
し
た
彼
等
が
、
そ
の
権
利
獲
得
は
政
治
権
力
の
掌
握
を

通
じ
て
の
み
可
能
だ
と
考
え
る
に
い
た
っ
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
論
理

　
　
　
　
　
　
⑨

的
必
然
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
機
械
工
組
合
書
記
長
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
た
。
　
「
い
ま
や
、
　
ま
さ
に
開
始
の
と
き
で
あ
る
。
　
わ
れ

わ
れ
は
労
働
者
が
こ
の
政
府
を
運
営
す
べ
き
だ
と
決
意
し
て
い
る
」

と
。

37　（37）



　
さ
ら
に
、
彼
等
を
弾
圧
し
た
…
1
と
彼
等
は
考
え
た
一
そ
の
政

府
が
、
改
革
派
フ
ェ
ラ
ン
の
そ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
等
は
市

政
改
革
運
動
自
体
に
、
し
た
が
っ
て
全
市
罵
の
意
志
を
反
映
し
て
独

占
資
本
南
太
平
洋
鉄
道
に
挑
戦
し
た
は
ず
の
そ
の
運
動
に
、
ま
っ
た

く
関
心
を
失
っ
た
。
彼
等
が
フ
ェ
ラ
ソ
に
た
い
し
て
も
っ
た
も
の
は

怨
恨
だ
け
で
あ
っ
た
。
海
員
組
合
機
関
誌
は
述
べ
て
い
る
。
　
「
市
長

フ
ェ
ラ
ソ
の
直
接
問
接
の
全
任
命
者
の
も
と
で
、
市
警
察
が
お
こ
な

っ
た
政
策
を
誰
が
忘
れ
得
よ
う
か
。
ス
ト
労
働
者
の
射
殺
や
殴
打
、

数
百
人
の
無
纂
の
人
々
の
一
括
逮
捕
、
全
警
察
あ
げ
て
の
雇
傭
主
協

会
へ
の
降
伏
、
臨
時
警
官
の
採
用
、
そ
し
て
警
察
委
員
ニ
ュ
ー
ホ
ー

ル
に
よ
る
民
兵
召
集
を
、
誰
が
忘
れ
得
よ
う
か
」
。

　
ス
》
ラ
イ
キ
の
敗
北
の
な
か
か
ら
、
統
一
労
働
党
は
こ
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

し
て
誕
生
し
た
。
そ
の
正
式
の
結
成
期
日
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ

の
参
加
藩
が
一
九
〇
一
年
夏
の
闘
争
に
敗
北
し
た
、
結
成
後
日
の
浅

い
労
働
評
議
会
傘
下
の
組
合
で
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
よ
り
旧
い
大
組
合
の
こ
れ
に
た
い
す
る
反
応
は
、
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
て
好
意
的
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
A
・
F
・
し
に
代
表
さ
れ

る
未
熟
練
労
働
者
へ
の
蔑
視
と
ネ
オ
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
ー
経
済
闘

争
第
一
主
義
…
一
に
強
く
ひ
か
れ
て
お
り
、
労
働
者
、
そ
れ
も
未
熟

練
工
組
合
の
直
接
的
政
治
行
動
に
強
く
反
対
し
て
い
た
。
そ
の
最
右

翼
を
代
表
し
た
P
・
H
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
は
、
彼
の
指
導
す
る
建
築

業
組
合
が
、
　
「
排
他
的
政
党
た
る
組
織
に
よ
っ
て
政
治
に
参
加
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

こ
と
に
断
乎
反
対
で
あ
る
」
む
ね
を
宣
言
し
、
ま
た
市
労
働
運
動
の

最
大
の
指
導
的
雑
誌
で
あ
る
コ
ー
ス
ト
・
シ
ー
メ
ソ
ズ
9
ジ
ャ
ー
ナ

ル
も
、
「
労
働
組
合
は
、
政
界
に
は
い
っ
て
同
時
に
労
働
組
合
と
し
て

と
ど
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
公
職
を
求
め
る
労
働
組
合
役
員
は
労

働
運
動
の
毒
薬
で
あ
る
」
、
　
と
強
く
組
合
の
政
治
活
動
に
反
対
し
て

い
た
。
　
一
口
に
言
っ
て
、
新
し
く
誕
生
し
た
統
一
労
働
党
は
全
労
働

者
の
圧
倒
的
支
持
を
も
た
ず
、
ま
た
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
か
ら
し
て

も
、
経
験
浅
く
弱
体
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
弱
体
さ
は
、
熟
練
労

働
者
主
義
を
守
る
A
・
F
・
L
系
組
帯
か
ら
疎
外
さ
れ
た
未
熟
練
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

働
者
一
般
の
不
満
を
背
景
に
、
逆
に
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
ボ
ス
・
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
ル
ー
フ
に
よ
る
指
導
と
利
用

の
可
能
性
を
。

　
当
時
の
政
治
家
に
は
ま
れ
な
学
識
・
教
養
を
竜
つ
た
ル
ー
フ
は
、

弁
護
士
と
し
て
名
声
を
博
す
る
一
方
、
南
太
平
洋
鉄
道
の
統
制
下
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
シ
ン

あ
る
州
共
和
党
ボ
ス
・
ビ
ル
・
ヒ
ギ
ソ
ス
の
機
関
に
所
属
し
て
ボ
ス

政
治
の
技
術
に
習
熟
し
、
一
九
〇
一
年
六
月
に
は
、
共
和
党
予
選
聯
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⑭

盟
を
結
成
し
て
党
機
関
か
ら
の
独
立
を
は
か
る
に
い
た
っ
て
い
た
。

こ
の
運
動
は
、
ひ
と
し
く
鉄
道
の
政
治
支
配
に
反
感
を
も
つ
市
資
本

家
、
ジ
ョ
ン
・
D
・
ス
プ
レ
ッ
ケ
ル
ズ
（
当
時
コ
ー
ル
紙
社
主
）
と
M
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

H
・
ヤ
ン
グ
（
ク
ロ
ニ
ク
ル
紙
社
主
）
の
支
持
を
受
け
た
が
、
す
で
に
こ

の
と
き
、
ル
ー
フ
は
労
働
者
勢
力
の
利
用
に
着
眼
し
て
い
た
。
ヤ
ン

グ
を
訪
れ
た
彼
は
、
産
業
上
の
平
和
の
確
立
の
た
め
に
は
、
労
働
組

合
の
社
会
・
経
済
的
地
位
を
承
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

組
合
指
灘
者
の
市
長
選
出
を
さ
え
力
説
し
て
い
た
。
組
合
幹
部
と
個

人
的
に
の
み
接
触
し
、
た
か
だ
か
そ
の
要
求
を
党
綱
領
に
盛
り
こ
む

に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
れ
ま
で
の
政
治
家
と
は
こ
と
な
っ
て
、
ル
ー
フ

は
組
合
の
組
織
霞
体
に
注
目
し
、
機
会
を
と
わ
へ
て
そ
れ
ら
へ
の
接

　
　
　
　
　
⑰

触
を
は
か
っ
た
。
激
化
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
の
な
か
で
彼
の
影
響
力
は

次
第
に
増
し
、
し
か
も
労
資
対
立
を
激
化
さ
せ
る
た
め
に
、
彼
の
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

偵
が
活
動
し
て
い
た
と
さ
え
い
わ
れ
る
。
ま
た
州
知
事
に
よ
る
最
終

的
・
な
ス
ト
ラ
イ
キ
調
停
は
、
ル
ー
フ
の
労
働
組
合
へ
の
影
響
力
増
加

を
恐
れ
た
共
和
党
ボ
ス
・
ダ
ソ
・
バ
ー
ソ
ズ
が
示
唆
し
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

る
、
と
す
る
推
察
も
当
時
行
わ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
マ
シ
ン

　
し
か
し
党
機
関
内
で
の
叛
乱
は
、
南
太
平
洋
鉄
道
統
制
下
の
全
州

共
和
党
組
織
の
圧
力
の
ま
え
に
、
も
ろ
く
も
失
敗
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
ル
ー
フ
の
ま
え
に
出
現
し
た
の
が
、
組
織
と
し
て
の
弱

体
さ
一
そ
れ
は
ル
ー
フ
に
よ
る
操
作
を
可
能
に
し
た
一
i
の
陰
に

大
き
な
潜
勢
力
を
秘
め
た
統
一
労
働
党
で
あ
っ
た
。
ル
ー
フ
は
書
い

て
い
る
。
　
「
私
は
、
そ
れ
（
統
一
労
働
党
）
は
外
部
か
わ
の
強
力
な
影

響
力
な
し
、
に
は
け
っ
し
て
成
功
し
得
な
い
と
思
っ
た
。
し
か
し
竜
し
、

適
切
に
組
織
さ
れ
、
ま
た
操
作
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
純
粋
の
地

方
組
織
か
ら
、
全
州
的
な
、
あ
る
い
は
全
国
的
な
重
要
性
を
も
つ
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

織
に
す
ら
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
ゆ
ル
ー
フ
は
、
全
国
的
な

未
熟
練
労
働
権
と
A
，
・
F
・
し
と
の
矛
盾
を
鋭
く
見
抜
い
て
い
た
の

で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
に
馬
ル
ー
フ
が
共
和
党
マ
シ
ン
か
ら
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

脱
し
て
独
立
の
ボ
ス
と
な
る
大
衆
的
基
盤
が
成
立
し
た
。

　
ル
ー
フ
は
、
市
長
候
補
に
、
音
楽
家
組
合
の
代
表
ユ
ー
ヂ
ソ
・
£

・
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
を
選
ん
だ
。
．
鉄
道
の
州
支
配
に
不
満
を
も
ち
つ
つ
労

働
攻
勢
を
恐
れ
る
市
資
本
家
一
た
と
え
ば
先
述
の
ヤ
ソ
グ
ー
に
、

調
停
者
［
の
ポ
ー
ズ
を
も
つ
て
接
近
を
は
か
っ
た
、
ま
た
デ
マ
ゴ
ギ
ッ

シ
ュ
に
労
働
者
勢
力
を
吸
引
し
よ
う
と
し
た
ル
ー
フ
の
、
そ
れ
は
巧

み
・
な
選
択
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
の
音
楽
家
組
合
と
い
う
い
さ
さ

か
曖
昧
な
背
景
と
音
楽
家
と
し
て
の
一
応
の
名
声
は
、
と
も
か
く
も
、

労
働
組
合
代
表
で
あ
る
と
い
う
最
低
資
格
と
、
資
本
家
や
中
産
市
民
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に
竜
支
持
を
期
待
で
き
る
可
能
性
を
意
味
し
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
を
選

ん
だ
狙
い
は
、
ル
ー
フ
自
身
が
作
製
し
た
統
一
労
働
党
綱
領
に
明
白

に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
党
は
「
組
織
労
働
者
の
す
べ
て

の
心
底
に
忠
実
で
あ
る
が
、
な
お
保
守
的
で
あ
り
、
資
本
家
に
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

し
て
も
公
正
な
処
置
を
遵
守
す
る
」
竜
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
は
、

全
ア
ジ
ア
移
民
の
排
斥
を
掲
げ
て
労
働
者
な
い
し
広
く
一
般
市
民
に

　
　
　
　
⑳

ア
ピ
ー
ル
し
、
さ
ら
に
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
、
レ
フ
ェ
レ
ソ
ダ
ム
、
比

例
代
表
制
な
ど
の
政
治
改
革
条
項
に
よ
っ
て
、
鉄
道
の
政
治
支
配
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

反
感
聖
も
つ
人
々
を
ひ
き
つ
け
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
。
十

一
月
五
日
、
民
・
共
両
党
候
補
の
閥
隙
を
ぬ
っ
て
、
労
働
組
合
と
共

和
党
内
ル
：
フ
派
に
支
持
さ
れ
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
は
サ
ン
・
フ
ラ
ン

シ
ス
呈
巾
長
に
当
選
し
た
。

①
以
下
労
働
運
動
に
関
す
る
記
述
は
、
と
く
に
記
す
る
も
の
の
ほ
か
は
、

　
H
舜
ヒ
d
．
0
3
の
ω
鴇
》
国
δ
8
円
団
。
｛
簿
Φ
ピ
鶉
げ
曾
ζ
o
〈
①
B
①
暮
冨
0
9
。
－

　
濠
。
諺
㌶
（
切
①
爵
鉱
①
ど
お
ω
切
）
篭
・
さ
。
嵩
占
隠
ρ
8
ぎ
ヨ
器
≦
●
℃
鋤
σ
q
ρ

　
円
び
①
G
o
餌
譜
男
昼
路
。
δ
8
い
黛
ウ
び
。
柄
竃
。
〈
Φ
日
。
暮
貯
回
Φ
巳
　
（
勺
。
謡
寓
。
巴

　
ω
o
δ
コ
8
ρ
償
鍵
8
『
ぼ
一
遇
お
O
鱒
）
署
・
①
①
軒
①
。
。
。
。
堕
ω
①
口
σ
Q
℃
臼
一
B
碧

　
p
昌
α
唱
寓
財
℃
8
珪
8
缶
δ
8
邑
団
。
塙
ピ
効
9
h
げ
践
①
¢
巳
8
Ω
の
轡
凝
望
ρ

　
目
○
。
り
？
お
器
●
く
9
●
H
＜
H
も
ぴ
。
触
鼠
。
奉
導
Φ
導
ω
（
Z
①
≦
団
。
目
ぎ
日
⑩
零
）

　
唱
や
　
圃
窄
○
。
ρ
　
毛
負
⊃
犀
興
　
竃
8
鍵
騨
償
び
　
勺
。
け
け
8
巴
　
諺
。
瓢
。
⇒
　
島
）
⇔
α

　
6
鎚
留
d
巳
。
巳
ω
糞
（
8
9
》
p
ロ
巴
ω
o
跣
夢
①
諺
謹
Φ
菖
。
き
諺
。
＆
Φ
目
嘱

o
h
℃
9
㌶
o
鍮
簿
ゆ
鳥
ω
0
9
巴
ω
9
9
8
噂
。
α
Φ
讐
●
一
8
直
）
冨
6
器
ム
⑦
に

　
よ
っ
た
。

②
　
ま
た
海
員
組
合
機
関
誌
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
　
「
ほ
と
ん
ど
す

　
べ
て
の
職
業
に
お
い
て
、
彼
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
労
働
者
）
は
他
の

　
地
域
の
．
労
働
者
よ
り
も
良
好
な
賃
金
を
得
て
お
り
、
、
反
面
、
彼
に
課
せ
ら

　
れ
る
労
働
時
間
数
は
増
加
し
て
い
な
い
。
…
…
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
謙
で

　
は
州
の
他
の
部
分
よ
り
も
高
賃
金
で
あ
る
」
。

③
こ
れ
は
、
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
特
有
の
も
の
で
は
な
い
。
ク
ロ
ー

　
ズ
ド
・
シ
葺
ッ
プ
舗
を
め
ぐ
る
対
立
は
、
十
九
世
紀
末
以
後
の
労
資
対
立

　
の
基
本
的
争
点
で
あ
り
、
全
国
曲
に
は
、
サ
ミ
誌
エ
ル
・
ゴ
ソ
パ
ー
ズ
の

　
指
導
す
る
A
・
F
・
L
苅
全
国
製
造
業
嚢
協
会
の
闘
争
に
お
い
て
戦
わ
れ

　
た
。
そ
れ
は
、
労
働
騎
士
団
の
賃
金
捌
度
へ
の
反
感
と
も
、
ま
た
社
会
主

　
義
や
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
と
も
異
な
っ
て
、
資
太
ふ
土
義
制
度
承
認
の
前
㎞
從
に

　
た
ち
、
そ
の
上
で
の
労
働
条
件
改
善
の
た
め
の
基
本
的
条
件
と
し
て
、
要

　
求
さ
れ
た
。
こ
の
意
味
で
、
サ
ソ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
欺
市
の
労
働
運
動
は
、

　
二
十
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
正
統
的
な
労
働
運
動
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
で
は
な

　
か
っ
た
。
　
o
鴎
●
ζ
9
触
。
一
曹
民
ω
o
ぎ
》
鑓
Φ
誌
0
9
ユ
昌
い
鋤
び
。
邑
匂
巳
。
δ
の
簿
ロ
α

　
勺
。
冨
ざ
ω
一
⑩
O
O
ム
⑩
一
。
。
（
○
鍵
ぴ
。
鄭
α
巴
ρ
ぢ
G
隠
◎
。
）
℃
・
も
。
㊤
●

④
　
彼
等
は
ま
た
コ
九
〇
〇
年
お
よ
び
一
九
〇
一
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
少

　
く
と
も
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
組
合
側
の
分
別
あ
る
行
動
に
よ
っ
て
回
避

　
し
轡
た
」
と
ま
で
菰
㎎
る
に
い
た
っ
た
。

⑤
　
当
時
、
龍
桝
馬
車
業
協
…
四
四
と
霧
箱
組
合
は
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
契
約

　
を
結
ん
で
い
た
。
同
協
会
に
属
す
る
モ
ー
ト
ソ
祷
馬
車
会
祉
が
、
嗣
協
会

　
に
属
さ
な
い
（
し
た
が
っ
て
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
棚
で
な
い
）
兄
弟
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会
社
モ
ー
ト
ソ
特
別
配
達
会
社
か
ら
業
務
の
依
頼
を
受
け
、
引
受
け
た
荷

　
物
を
自
社
の
駅
者
に
運
ば
せ
よ
う
と
し
た
。
駅
者
組
合
は
、
こ
れ
は
ク
ロ

　
ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
捌
違
反
だ
と
し
て
就
労
を
拒
み
、
こ
こ
に
ス
ト
ラ
イ

　
キ
が
は
じ
ま
っ
た
。

⑥
組
合
側
が
提
出
し
た
妥
協
条
件
は
、
ω
雇
傭
主
協
会
に
よ
る
闘
結
権
の

　
承
認
、
②
ク
鐸
ー
ズ
ト
・
シ
ョ
ッ
プ
制
を
承
認
し
た
…
騰
主
へ
の
差
別
な
ら

　
び
に
組
合
員
に
た
い
す
る
差
別
待
遇
の
撤
廃
、
③
現
紛
争
に
参
加
し
た
全

　
労
働
者
の
復
職
、
で
あ
っ
た
。
雇
傭
童
協
…
会
側
は
、
①
、
②
を
一
応
認
め

　
た
も
の
の
、
川
田
ク
ロ
：
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
綱
の
拒
否
、
鋤
非
組
A
讐
貝
に
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
い
す
る
加
盟
勧
誘
な
い
し
強
制
の
禁
止
、
…
…
…
景
情
ス
ト
お
よ
び
ボ
イ
コ
ッ

　
　
　
　
　
　
ラ

　
ト
の
禁
止
、
．
W
紛
争
の
際
に
お
け
る
、
当
患
者
以
外
の
組
合
幹
部
な
い
し

　
組
合
員
の
介
入
禁
止
、
を
条
件
と
し
た
。

⑦
こ
の
時
期
で
の
不
満
は
、
協
会
側
に
た
い
し
て
一
隅
大
で
あ
っ
た
。
衛

　
参
購
会
の
任
命
し
た
調
査
調
檸
特
別
委
員
会
は
、
協
会
に
た
い
し
て
「
世

　
論
は
あ
な
た
が
た
の
組
織
へ
の
反
対
に
固
ま
っ
て
き
て
さ
え
い
る
」
と
警

　
告
し
た
。

⑧
ス
ト
ラ
イ
キ
が
、
農
産
物
の
出
荷
港
で
あ
る
ポ
ー
ト
・
コ
ス
タ
に
派
及

　
し
て
以
後
、
農
民
の
態
度
は
と
く
に
反
組
合
的
と
な
っ
た
。
彼
等
は
滞
貨

　
の
原
因
で
あ
る
労
働
力
不
足
は
組
合
員
の
暴
力
的
脅
迫
に
よ
る
も
の
だ
と

　
主
張
し
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
会
合
し
て
委
員
会
を
結
成
し
た
。
岡
委
員
会

　
は
次
の
よ
う
に
声
明
し
て
い
る
。
　
「
わ
れ
わ
れ
は
、
雇
傭
主
協
会
に
ょ
っ

　
て
と
ら
れ
て
お
り
か
つ
維
持
さ
れ
て
い
る
立
場
が
、
道
理
に
か
な
っ
た
正

　
当
な
も
の
で
あ
る
と
信
じ
る
。
ス
ト
労
働
巻
の
要
求
は
き
わ
め
て
不
合
理

　
で
あ
り
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
一
。

⑨
こ
の
動
き
は
、
全
国
的
に
は
一
九
〇
六
年
に
生
じ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の

　
年
、
政
府
の
不
当
干
渉
に
反
搬
し
て
、
A
・
F
・
L
は
政
治
行
動
に
強
く

　
傾
い
た
。
し
が
し
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
動
ぎ
は
政
治
権
力
奪
取
に
よ
る
労
働

　
考
政
権
の
樹
立
を
直
接
匿
標
と
し
た
も
の
で
な
く
、
労
働
者
勢
力
の
圧
力

　
集
団
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
情
は
、
サ
ソ
・
フ
ラ
γ
シ
ス
ロ
で

　
も
同
様
で
、
あ
く
ま
で
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
制
確
立
の
た
め
に
政
治

　
行
動
に
踏
み
切
り
、
憲
た
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
政
府
の
も
と
で
そ
れ
に
成
功
し
た

　
の
で
あ
る
。
o
勝
囚
9
◎
携
ω
o
P
o
b
．
o
誉
”
○
げ
効
や
ト
3
．

⑩
　
労
働
党
結
成
に
い
た
る
動
き
は
、
す
で
に
ス
ト
ラ
イ
キ
前
（
穴
月
頃
）

　
か
ら
、
理
髪
職
人
H
ω
帥
創
。
巳
①
ピ
⑦
ω
の
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
八
月
に

　
入
っ
て
、
着
干
の
小
組
合
が
関
心
を
示
し
は
じ
め
、
党
結
成
へ
の
動
き
が
、

　
や
や
具
体
化
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
　
切
⑦
9
。
P
o
や
。
搾
り
や
同
。
。
．

＠
　
す
で
に
、
一
九
〇
一
年
三
月
、
　
○
茜
p
艮
N
①
畠
い
9
⊃
σ
o
戦
誌
は
大
組
合
の

　
立
場
を
代
画
し
て
、
性
急
な
未
熟
練
労
働
者
の
組
織
化
に
反
対
し
、
六
月

　
に
は
、
　
「
…
労
働
評
議
会
は
そ
の
組
織
委
員
会
を
強
化
し
た
。
な
る
ほ
ど

　
組
合
は
結
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
う
ち
労
働
組
合
で
あ
る
も
の

　
は
極
め
て
少
く
、
…
…
労
働
評
議
会
は
、
そ
の
翼
の
下
に
、
も
っ
と
も
雑

　
多
な
卵
の
よ
せ
集
め
と
、
そ
れ
か
ら
艀
化
し
た
奇
妙
な
ア
ヒ
ル
の
雛
を
集

　
め
、
そ
れ
ら
に
労
働
組
合
の
ラ
ベ
ル
を
貼
っ
て
い
る
の
だ
」
と
非
難
し
て

　
い
た
。

⑫
切
①
き
》
o
や
9
£
や
お
●

⑬
　
℃
毎
質
d
6
◎
．
悔
o
p
Φ
ひ
国
δ
8
邑
団
。
団
夢
Φ
U
9
び
8
窯
。
＜
Φ
導
①
馨
冒
瞥
げ
Φ

　
d
a
冨
q
ω
冨
8
ω
〈
o
ド
節
（
窯
①
≦
磯
。
邑
〆
お
締
）
や
ω
臨
・

⑭
　
じ
d
＄
詳
。
℃
●
魚
f
唱
℃
．
㍗
躍
．
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⑱
H
露
鉦
‘
や
μ
9

⑯
鴫
。
瓢
昌
α
q
糟
8
’
9
r
℃
．
⑦
紹
．

⑰
H
窪
鳥
‘
℃
・
①
c
。
。
。
●

⑱
目
ぼ
魚
ご
や
σ
①
り
ω
●

⑲
　
H
び
凱
4
Ψ
①
8
．

⑳
浮
き
堕
。
や
鼻
‘
や
お
．

⑳
　
党
組
織
は
、
ル
ー
フ
の
指
令
に
し
た
が
っ
て
つ
く
ら
れ
、
玄
た
第
｛
回

　
党
大
会
代
表
は
、
構
成
組
合
単
位
に
選
出
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
H
配
創
ζ
℃
・
緯
●

㊥
　
等
量
こ
℃
や
8
”
漣
凸
伊

⑳
　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
東
洋
人
移
民
排
斥
運
動
が
し
ば
し
ば
生
じ
て
お

　
り
、
と
く
に
｛
八
七
七
年
の
シ
ナ
人
移
属
三
岡
運
動
、
　
一
九
〇
五
年
か
ら

　
高
揚
す
る
黄
禍
熱
は
著
し
か
っ
た
。
　
O
畦
。
ω
。
α
℃
o
や
9
什
‘
0
冨
℃
・
＜
H
・

　
＜
H
圏
H
y
摂
α
q
冨
箪
8
．
9
け
●
u
O
訂
や
く
H
H
．

⑳
　
切
①
碧
り
。
も
・
o
霊
》
や
b
⊃
昏
。
9

軍
結
論
と
見
通
レ

　
サ
ソ
．
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
腐
敗
政
治
は
十
九
世
紀
末
二
つ
の
局

面
で
考
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
に
は
そ
れ
は
独
占
資
本
南
太

平
洋
鉄
道
の
政
治
支
配
を
意
味
し
、
他
面
で
は
一
つ
の
確
立
さ
れ
た

社
会
制
度
を
翻
心
味
し
た
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
に
挑
戦
す
る
社
会
勢
力
と

し
て
は
、
ま
ず
南
太
平
洋
鉄
道
の
支
配
か
ら
の
独
立
を
め
ざ
す
、
市

の
自
生
資
本
家
群
－
ー
ス
プ
レ
ヅ
ケ
ル
ズ
、
フ
ェ
ラ
ソ
、
ヤ
ン
グ
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
！
が
あ
る
。
こ
の
対
立
は
、
全
国
的
視
野
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
じ
ジ
ヨ
ナ
ル

見
れ
ば
、
中
小
資
本
家
の
反
独
占
闘
争
と
い
う
、
地
域
的
に
ぱ
北
東

部
の
全
国
的
大
資
本
に
た
い
す
る
地
方
的
資
本
の
闘
争
と
い
う
意
味

あ
い
で
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
際
、
独
占
資
本
と
の
闘
争
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
よ
う
な
資
本
家
と
し
て
の
彼
等
の
第
一
目
標
で
あ
り
、
社

会
制
度
と
し
て
の
腐
敗
政
治
の
打
破
は
、
そ
の
た
め
の
手
段
で
あ
っ

た
。
た
だ
も
ち
ろ
ん
、
中
堅
的
市
厩
層
と
し
て
の
彼
等
は
、
市
民
ど

し
て
の
責
任
感
と
倫
理
観
か
ら
、
汚
職
と
買
収
の
政
治
方
式
そ
れ
自

　
　
　
　
　
　
①

体
に
も
対
決
す
る
。
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
腐
敗
政
治
の
粛
正
は
、

た
ん
な
る
手
段
で
な
く
目
的
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ラ
ソ
政
府
の
成
立
は
、

こ
の
よ
う
な
市
自
生
資
本
家
群
の
動
き
の
頂
点
を
な
し
た
。

　
他
方
、
第
二
の
反
抗
勢
力
と
し
て
労
働
者
勢
力
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
彼
等
は
最
大
の
資
本
家
と
し
て
の
南
太
平
洋
鉄
道
に
対
抗
す

る
と
同
時
に
、
資
本
家
一
般
と
し
て
の
第
一
の
反
抗
勢
カ
ー
ー
サ
ン

・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
自
生
資
本
家
群
1
に
も
対
抗
す
る
。
し
か
も

彼
等
に
と
っ
て
、
体
制
と
し
て
の
腐
敗
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
彼
等

の
運
動
の
第
一
目
標
は
、
資
本
主
義
制
度
の
枠
内
で
の
労
働
条
件
の

改
善
で
あ
っ
て
、
そ
の
目
標
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
問
題
は
政
府
が
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プ
ロ
・
レ
イ
バ
ー
で
あ
る
か
、
ア
ン
チ
・
レ
イ
バ
ー
で
あ
る
か
な
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
〇
一
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
教
訓
が
語
る
よ

う
に
、
南
太
平
洋
鉄
道
の
ボ
ス
政
治
・
腐
敗
政
治
か
、
市
の
資
本
家

群
に
よ
る
改
革
政
治
か
、
と
い
う
選
択
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
労
働
者
勢
力
に
と
っ
て
も
政
治
の
腐
敗
は
当
面
の
目
標
と
は
な
り

得
な
い
。
し
か
も
、
彼
等
の
う
ち
で
市
民
的
紐
帯
を
い
ま
だ
充
分
に

獲
得
し
て
い
な
い
、
新
来
の
下
層
市
民
と
も
て
の
未
熟
練
労
働
者
に

と
っ
て
は
、
ボ
ス
政
治
は
さ
ま
ざ
ま
の
燗
人
的
恩
恵
の
源
泉
を
す
ら

意
味
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
新
し
い
世
紀
と
と
も
に
は
じ
ま
る
労
働
組
合
の
急
速
な
生

長
と
攻
勢
は
、
．
第
一
の
反
抗
勢
力
に
と
っ
て
重
大
な
脅
威
と
な
る
。

労
働
者
の
要
求
す
る
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
制
を
承
認
す
る
こ
と

は
、
発
展
の
好
期
を
む
か
え
た
彼
等
霞
身
の
生
長
に
と
っ
て
、
重
大

な
障
害
と
感
じ
ら
れ
る
。
い
ま
や
彼
等
は
南
太
平
洋
鉄
道
に
た
い
し

て
よ
動
も
、
労
働
者
に
た
い
し
て
身
構
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
　
こ
の
と
き
、
　
体
制
と
し
て
の
腐
敗
政
治
打
破
と
い
う
問
題

は
、
南
太
平
洋
鉄
道
を
含
め
て
の
資
本
家
陣
営
の
結
集
と
い
う
課
題

の
ま
え
に
、
大
き
く
後
退
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
　
一
九
〇
一
年

の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
も
た
ら
し
た
・
も
の
は
、
こ
の
よ
う
な
状
勢
で
あ
っ

た
。　

こ
こ
に
新
た
な
事
態
が
要
講
ず
る
課
題
は
、
こ
れ
ら
の
互
に
相
反

す
る
利
害
を
も
つ
て
反
指
し
あ
う
三
面
力
－
南
太
平
洋
鉄
道
に
代

表
さ
れ
る
全
国
的
独
占
資
本
・
中
小
地
方
資
本
・
労
働
将
器
カ
ー

の
椙
互
の
対
抗
関
係
を
ど
の
よ
う
に
し
て
調
整
す
る
か
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
さ
ら
に
加
え
て
、
現
代
都
市
ひ
い
て
は
現
代
国
家
が
は
た

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
積
極
的
な
公
共
的
機
能
に
ど
う
対
処
す
る
か
と
い
う

問
題
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
サ
ソ
・
フ
ラ
γ
シ
ス
コ
市
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

て
は
、
十
九
世
紀
後
半
以
来
の
懸
案
で
あ
り
、
一
九
〇
一
年
置
階
級

対
立
の
な
か
で
の
市
政
の
混
乱
と
も
に
、
緊
急
の
解
決
を
迫
っ
て
い

た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
未
熟
練
労
働
者
の
雑
多
な
組
織
を
直
接

の
地
盤
と
す
る
独
立
の
ボ
ス
・
ル
ー
フ
が
、
こ
の
三
者
の
調
停
者
と

し
て
、
同
時
に
緊
急
の
現
実
の
要
請
に
答
え
る
も
の
と
し
て
、
登
場

す
る
。
汚
職
と
買
収
と
い
う
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ッ
ト
な
利
害
に
貫
か
れ
た

非
合
法
の
制
度
と
、
権
力
の
集
中
と
能
率
を
特
色
と
す
る
ボ
ス
政
治

の
機
構
が
こ
れ
を
可
能
と
し
た
。
す
な
わ
ち
ル
ー
フ
は
、
一
般
的
公

約
と
個
人
的
愚
管
を
遇
っ
て
労
働
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
ひ
そ
か

に
個
人
的
に
資
本
家
と
取
引
し
、
同
時
に
、
こ
の
確
保
し
た
二
勢
力

を
背
景
に
州
共
和
党
内
の
重
要
な
一
勢
力
と
し
て
爾
太
平
洋
鉄
道
の
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④

領
袖
た
ち
と
も
取
引
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
か
つ
ま
た
こ
の
間
、

ル
：
フ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
政
権
の
も
と
で
、
市
内
の
交
通
機
関
・
水
利

問
題
・
街
路
の
美
化
・
電
話
な
ど
、
見
る
べ
き
改
善
が
な
さ
れ
、
一

九
〇
六
年
四
月
の
大
地
震
後
の
処
置
と
市
の
再
建
竜
、
き
わ
め
て
適

　
　
　
　
　
　
　
④

切
・
迅
速
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ボ
ス
政
治
は
、
い
わ
ば
、
社
会

　
　
　
　
　
イ
ン
タ
レ
ス
ト
の
グ
ル
じ
プ

が
い
く
つ
か
の
利
益
集
団
に
分
解
し
て
、
十
九
世
紀
的
古
典
的
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
基
盤
が
崩
壊
し
、
同
時
に
新
し
い
現
実
に
対
処
す
る

公
的
原
理
な
い
し
社
会
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
時
に
、
そ
の
非

合
法
・
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ッ
ト
な
政
治
技
術
と
集
権
的
能
率
的
な
機
能
を

通
じ
て
、
利
益
集
団
間
の
調
停
と
、
社
会
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
…
逐

行
し
て
ゆ
く
政
治
で
あ
る
、
と
規
定
し
得
よ
う
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ボ
ス
政
治
の
打
倒
は
、
い
か
な
る
グ
ル
r
プ

な
い
し
社
会
層
に
よ
っ
て
行
、
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
小
資
本
や

労
働
者
が
そ
の
役
割
を
担
い
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
見
た
よ
う

に
、
そ
れ
わ
は
い
ず
れ
も
自
己
の
グ
ル
ー
プ
の
基
本
的
な
利
害
の
た

め
に
、
こ
の
課
題
か
ら
大
き
く
後
退
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

こ
の
課
題
は
、
利
益
集
団
と
し
て
結
集
し
得
な
い
一
会
層
i
つ
ま

夢
、
イ
ン
タ
レ
ス
ト
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
そ
の
も
の
に
反
感
を
・
も
つ
、

知
識
人
、
自
由
業
者
を
中
核
と
す
る
中
産
市
民
層
に
担
わ
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
彼
等
は
集
団
的
イ
ン
タ
レ
ス
ト
に
あ
ず
か
り
得
な
い

一
般
消
費
者
厨
の
代
表
と
し
て
「
ま
た
物
質
的
な
イ
ン
タ
レ
ス
ト
に

よ
り
も
モ
ラ
ル
と
秩
序
に
生
活
の
基
盤
を
屯
と
め
る
市
民
の
代
表
と

し
て
、
私
的
イ
ン
タ
レ
ス
ト
の
機
購
で
あ
る
腐
敗
と
汚
職
の
体
制
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
も
の
の
打
倒
を
第
一
の
目
標
に
選
ぶ
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
一
九

〇
六
年
十
一
月
に
開
始
さ
れ
る
汚
職
裁
判
、
さ
ら
に
こ
れ
を
契
機
と

し
て
は
じ
ま
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
隠
州
主
義
運
動
は
　
彼
等
の
球
心
一

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

①
　
こ
の
よ
う
な
形
で
の
対
決
は
、
全
麟
的
に
は
一
八
七
二
、
八
四
年
の
マ

　
グ
ワ
ン
プ
筈
¢
槻
≦
償
罠
℃
の
運
動
か
ら
革
新
主
義
運
動
憲
で
一
つ
の
一
貫

　
し
た
流
れ
を
な
し
て
い
る
。
国
O
｛
ω
け
鋤
9
0
が
》
α
q
Φ
O
予
知
Φ
｛
O
触
導
u
℃
や
P
ω
ρ

　
一
ω
P
憲
ρ
一
①
メ
ト
σ
O
P
卜
。
＝
剛
卜
。
①
卜
。
矯
O
o
罷
導
効
炉
。
ワ
9
什
二
〇
げ
9
⊃
》
・
H
い

③
　
都
市
の
公
共
的
施
設
改
善
へ
の
関
心
は
八
十
年
代
末
、
す
で
に
か
な
り

　
広
範
に
高
ま
り
、
無
数
の
Z
①
齢
び
げ
O
魯
O
O
画
一
巳
鷲
。
〈
Φ
巳
①
P
け
O
貯
び
が

　
結
成
さ
れ
、
つ
い
で
一
八
九
四
年
に
結
成
さ
れ
た
市
の
試
餌
苫
財
鶉
緊
諺
。
。
－

　
ω
o
o
貯
江
O
づ
は
、
そ
の
目
的
の
一
つ
に
、
こ
の
問
題
を
掲
げ
、
市
政
府
の

　
絞
極
的
な
活
動
を
要
請
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
八
九
八
年
を
転
機
に
市
罠

　
の
関
心
は
、
経
済
問
題
か
ら
市
の
包
括
的
な
環
境
改
善
の
問
題
に
、
大
き

　
く
転
換
し
た
。
磯
O
煽
欝
ぴ
q
u
O
唱
●
9
け
こ
も
ウ
刈
旨
℃
謹
も
Q
．
刈
嶺
・

③
一
九
〇
六
年
の
知
寒
選
挙
で
は
、
州
予
選
大
会
で
、
南
太
平
洋
鉄
道
が

　
推
す
知
醸
候
補
匂
．
客
’
O
厳
①
零
と
鉄
道
か
ら
の
独
立
を
意
図
し
た
現
職
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知
事
Q
。
○
．
男
簿
冠
自
Φ
Φ
と
が
対
立
し
、
こ
の
間
で
ル
ー
フ
は
キ
ヤ
ス
テ
イ

　
ソ
グ
・
ボ
ー
ト
を
握
っ
た
。
ル
…
フ
の
支
持
に
よ
り
O
二
δ
算
が
指
…
名
さ

　
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ル
ー
フ
は
常
太
平
洋
鉄
道
の
陰
の
内
閥
に
加
え
ら
れ

　
た
。
　
切
①
簿
詳
。
℃
●
息
什
こ
も
》
・
回
幽
萌
I
H
㎝
b
⊃
・

④
H
瓢
P
忘
し
δ
ム
貿
℃
畷
。
β
⇔
瞬
。
℃
．
。
｝
r
題
●
謡
O
I
障
嘩

⑤
　
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
革
新
主
義
の
一
側
繭
」
　
（
『
西
洋
史
学
』
三
八
）
　
第

　
薫
章
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Glasses　in　Ancient　Japan’

by

Sueji　Umehara

　　The　1〈nowledge　of　glasses　was　diffused　to　the　Eac　stern　Asia　from　the

West　dufing　the　War血g－States　Pefiod，　and　then　to　Japan．　Afchae－

elogical　evideences　of　the　antlqtte　glac　sses　in　Japan　ba，　ve　been　reported

since　1920。　The伽dings　of　cufved　gla白s　beads“77zagatama”勾玉afe

noticeable，　They　had　been　made　in　Japan　and　were　unearthed　in　tlie

Province　of　Chifeuzen筑前of　I〈y12shit　occasionally　together　with　i搬pofむ一

ed　Chinese　glass　disc　“Pi”　ew．一’．　Recently，　curved　glass　beads　“magatama”

cylindfica191ass　beads‘‘leudata・ma　”管玉，3mould　fof　glass‘‘ma．aatama’，，

and　a　glass　piece　of　“se－gan”　fj．，i，，・〈ig：，　one　of　the　burial　ritual　objects

in　the　ancie且t　China，　wefe　found　in　the　vicinity　of　Sztgu須玖in

Chikugen．　These　dlscovefies　indicac　te　the　situation　of　glass　industry　in

ancient　Japan．　ln　this　article，　the　author　fe－examines　these　previous

findings　of　glasses，　points　out　the　imported　glass　relics　and　home－made

pieces，　and　discusses　their　archaeologicl　sites．　He　also　mentions　abeut

a益uncommon　small　glass　mirror　kept　by　the　late　Kδg6　Moriyα守屋孝

蔵in　Kyoto，　and　proves　that　it　was瓢ade　in　the　Western　Japan，

The　Forrnation　of　the　Bossism　in　the　History

　　　　　　　　　　　　　　of　San　FraRcisco

a　case　study　in　regard　to　the　appearance　of　the

　　　　　A皿er童can　modern　socie七y

by

K6suke　Shimura

　　Conversion　of　the　American　society　into　the　present　century　should

be　partly　focused　upon　the　problern　of　the　corruption　in　politics　or　tlie

conspiracy　of　politics　wlth　business．　1｛ere　is　an　exarnple　of　the　Bess

Rzteザs　administration　in　San　Francisco，　as　a　case　study．　The　important

problem　in　this　period　is　the　countei‘acting　relation　among　the　national

monopolistic　capital　（tlxe　Southern　Pacific　Railway），　wlalch　controls

politics　openly，　the　country　middle　of　small　capital　which　struggles

the　big　t　business，　（the　city　capjtalists），　and　the　workers．　On　the

other　hand，　the　problem　of　systematically　corrupt　politics　by　the
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monopolistic　capital’s　control　of　politics　is　given　，　up　by　the　city

capitalists　and　the　wotl〈ers　who　are　both　inclined　to　the　linterest

politics．　The　Boss　Ruef’s　administration　appears　a＄　a　mediator　of　the

struggle　in　these　three　groups，　dischargesits　function　of　public　welfare，

which　becanie　urgent　then，　by　xneans　of　priv－ate　interests，　bribery　or

buying－over，　and　is　an　illegal　form　of　politics　to　fi11　the　blank　without

coming　public　system　or　principle　which　operates　this　society，

The　Formation　of　the　Landlord　System　in

　　　　　　　　　Kokuga’s国衙Territory

　　　　　　by

　　　　　　　　ム

Ky6hei　Oyama

　　As　in　a　period　of　the　Kamakt｛rα鎖喪心era　in　the　Wahαsa、．若狭

countfy，　theκbんz49α’s国衙teffitofy　in　the　middle　ages　occupied

as　large　a　terfitory　ftc　s　the　manors　did。　This　large　Koleuga’s国衙

land　changed　largely　itself　by　the　dissolution　of‘G6’郷，　the　formef

tax－collection　afea，　and　by　the　newly　establisheing‘、Betsitmy6’別名

at　lafge　since　the　end　of　the　Heian　平安　era．　The・formation　of

Betsumpao”　fesulted　in　the　systematically　authorized　execution　of

Kaアzn6－ken勧農権，　of　f呈ght　for　promoting　agficulture，　by　its　lords

to　the　peasants　within　the　domains．　As’　time　went　on，　after　the

beginning　of　the　l〈amaleura鎌倉efa，　this　right　was　transformed

into　the　S臆αガーshinshileen　．下地血止権．　Then　the　fot’mation　of

Betszgnay6　means　the　concrete　birth　of　the　iandlord　system　itself，　and

it　motivated　the　inclination　for　systeniatically　feudalistic　constitution

by　the．　Koleuga’s　lac　nd，　as　a　result　of　each　raember　of　Kofeztga　dividing

the　former　G6　and　forming　many　Zaicho－6¢オs瑚η6在庁別名by
changing　the　Koleuga’s　system　according　to　each　charge　at　the　end　of

the　lleian　era．

The　Minor　Races　in　the　Northern　Laos

especially　on　the　Yao　f’X，it　race

by

Keiji　lwata

Each　race，　such　as　．乙αo，　Meo　炭『，　Yao　催・，　Gα一Mu　（Pu一　Ten）　and
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